
                                    資料１ 
 

 

 

 

 

 

平塚市環境基本計画 

(平成２９年度～平成３８年度) 

進捗状況報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 6月 

平塚市環境部環境政策課 



1 

 

本書について 

 

平塚市では、平塚の環境を守り育てていく指針として「平塚市環境基本計画」を策定し、

地球温暖化防止や自然環境の保全等につながる施策の取組を進めています。 

環境基本計画では、毎年度、前年度における施策の実施状況について評価・点検を行い、

計画に位置づけた施策の着実な推進を図ることとしており、この度、環境基本計画（事業計

画前期）に位置付けられた 2017 年度（平成２9 年度）の施策・事業の進捗状況がまとま

りましたので、報告させていただきます。 
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平塚市環境基本計画について 

 

 「平塚市環境基本計画」（平成 29 年 3 月策定）は、環境の保全と創造に関する施策を総

合かつ計画的に推進する上での基本となる計画です。この計画に基づき、平塚市では、市民・

事業者・市が協働でさまざまな取組を進めています。 

 

 

１ 計画期間 

  計画期間は、平成 29 年度から 38 年度までとしますが、環境問題をとりまく社会情勢

の変化などにより、必要に応じて見直しを行います。また、施策や事業計画については、

5 年毎に見直しを行います。 

事業計画前期：平成２９年度～３３年度 

事業計画後期：平成３４年度～３８年度 

 

 

２ 環境基本計画のめざすもの 

（１）めざすべき環境像 

  環境基本計画では、市民、事業者、市の三者が共通の認識を持って環境の保全と創造に

取り組むために、「めざすべき環境像」を次のとおり掲げています。 

 

 

（２）３つの基本方針 

めざすべき環境像の実現に向けて、環境の保全と創造に取り組んでいくため、３つの基

本方針を設定します。そのため、計画に位置付けられるすべての施策は、３つの基本方針

を尊重して進めることとします。基本方針の理念に沿って施策を実現していくことで、め

ざすべき環境像の実現を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球にやさしい、自然にやさしい、人にやさしまち ひらつか 

１ 環境保全・創造への参加と協働 

市民・事業者の自発的かつ積極的な参加と

市を含めた三者の協働により、将来の世代に

継承すべき望ましい環境の保全と創造をた

ゆみなく行います。 

２ 自然と人との共生の確保 

丘陵、里山、農地、河川、海などの豊かで

身近な自然を大切にするとともに、これらの

自然とのふれあいを図ります。 

３ 地球にやさしい社会の実現 

日常生活や事業活動の中で環境への負荷

を低減し、また大気、水、資源などの物質循

環システムの確立や低炭素社会の実現を推

進します。 
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（３）重点テーマ 

 めざすべき環境像の実現に向けて、基本方針に沿って、環境の保全と創造を推進していく

ためには、分野別の施策を、それぞれ個別に取り組むのではなく、施策どうしを連関させて

庁内の関係部署が横断的に取り組むとともに、市民と市、事業者と市等のように各主体が連

携し、施策を総合的に推進していくことが必要です。このように、施策を総合的に推進する

ことで、より良いまちづくりに寄与するよう、多角的な視点を持って取り組みます。 

 ３つの基本方針を、より具体的に施策に反映させるため、本市の主要課題を踏まえて、多

岐にわたる施策の中でも特に重点的に取り組む３つの重点テーマを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点テーマ１： 

「環境市民」が活躍する地域づくり 

基本方針１： 

環境保全・創造への 

参加と協働 

 
多様な環境保全・創造に向け、多様な主体による取組を

推進するため、「環境市民」の活動の輪を広げます。 

重点テーマ２： 

自然環境が有する機能・魅力の活用 
基本方針２： 

自然と人との共生 

の確保 

環境基本計画の基本方針 ３つの重点テーマ 

自然環境の保全を進めるとともに、自然を活用していく

ことで、自然と人との共生を図ります。 

重点テーマ３： 

低炭素社会＊・循環型社会の形成による持続可能な社会 
基本方針３： 

地球にやさしい 

社会の実現 
低炭素社会、循環型社会の形成に向け、まちづくりを進

めます。 
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３ 施策の体系 

環境基本計画では、「生活環境分野」、「自然環境分野」、「都市環境分野」、「地球環境分野」

及び「環境保全活動等」の施策を定めます。めざすべき環境像の実現を目指し、各施策は、

基本方針の理念を尊重して取り組むこととします。 

また、市、市民、事業者等がそれぞれ自主的かつ積極的に取り組むことで、めざすべき環

境像の実現につながることから、市民・事業者等による取組についても、例示します。 

分 野 施策の柱 施  策 

１ 

安全な生活

環境を確保

します 

(生活環境分野) 

１－１ 大気環境・水環境を保

全します 

・大気環境の保全対策の促進 

・水環境の保全対策の促進 

１－２ 安全で快適な生活環

境を確保します 

・化学物質対策の促進 

・土壌汚染・地下水汚染＊への対応 

・騒音・振動・悪臭・地盤沈下に対する取組 

２ 

自然環境を

保全・再生し

ます 

(自然環境分野) 

２－１ 生物多様性を保全し

ます 

・生物多様性の保全対策の推進 

２－２ 里山を保全・再生しま

す 

・里山の保全・再生とふれあいの推進 

２－３ 水辺の自然を再生し

ます 

・川や海の自然環境の再生とふれあいの推進 

２－４ 農地を保全・活用しま

す 

・農業の活性化、農業とのふれあいの推進 

・環境に配慮した農業の推進 

３ 

快適な都市

環境を保全 

・創造します 

(都市環境分野) 

３－１ うるおいとやすらぎ

のあるまちをつくり

ます 

・みどりのネットワークの形成 

・さわやかで清潔なまちづくりの推進 

・平塚らしい景観のあるまちづくりの推進  

３－２ 環境共生型のまちを

つくります 

・環境共生モデル都市の形成 

・交通の円滑化の推進 

・ヒートアイランド対策の推進 

４ 

地球環境保

全へ貢献し

ます 

(地球環境分野) 

４－１ 低炭素社会の実現に

向けて取り組みます 

・再生可能エネルギーや高効率な省エネルギー機器等

の導入促進 

・くらしや事業活動における環境への配慮の促進 

・市の事業活動における環境への配慮 

４－２ 循環型社会の実現に

向けて取り組みます 

・廃棄物の発生抑制・資源化・適正処理の推進 

・不法投棄防止対策の推進 

５ 

市民・事業者

等による環境

保全活動を促

進します 

(環境保全活動等) 

５－１ 環境教育・環境学習を

推進します 

・幼稚園・小中学校などにおける環境教育の充実 

・地域における環境教育・環境学習の充実 

５－２ 市民等の取組や連携

を支援します 

・市民活動や企業の取組に対する支援 
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４ 年度ごとの進行管理方法 

（１） 計画の点検・評価及び公表について 

① 担当課による自己点検 

・ 前年度に実施された施策の実績、自己評価、自己評価の説明を報告します。 

・ 前年度に実施された施策の実績、自己評価をもとに課題を抽出します。 

・ 当該年度に実施する施策の計画を報告します。 

 

② 平塚市環境審議会による点検 

     ・ 担当課による自己点検をもとに計画の進行状況を確認し、点検を行います。 

  ・ 点検結果をもとに計画の進行状況を評価します。 

 

③ 市民意見の反映と対応状況の公表 

     ・ 担当課、平塚市環境審議会による点検に関する資料及び環境審議会議事録を平塚

市ウェブサイト上に公表します。 

   ・ 計画の進行状況等について寄せられた市民意見については、今後の計画推進に 

       反映していきます。 

 

 ④ 年次報告書の作成 

     ・ 担当課、平塚市環境審議会による点検に関する資料を年次報告書としてまとめ、 

       関係機関等に配付するとともに、平塚市ウェブサイト上に公表します。 

 

（２） 計画等の見直しについて 

① 計画の点検・評価をもとに施策の進め方や計画、事業計画を見直します。 

    ② 見直しをする際には、環境審議会に報告し、意見を聴取します。 
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【評価基準】 

数値目標がある場合 数値目標がない場合

達成率１００％超 目標を超える実績が得られた場合 5

達成率８０％以上１００％以下
目標を達成した場合
目標達成と同等と考えられる実績が得られた場合 4

達成率５０％以上８０％未満 概ね計画どおり事業が進展したが、目標を達成できなかった場合 3

達成率１０％以上５０％未満 あまり事業が進展せず、目標を達成できなかった場合 2

達成率１０％未満
目標値を著しく下回った場合
計画上事業を実施する予定であったが、実施できなかった場合 1

その他
方針を変更又は廃止した場合
未実施又は実績等がでておらず評価できない場合

―

評価

実績値、実施内容に対する評価

評価基準

 

【重点施策の見方】 

（重点施策は、当該年度目標値に対する実績と評価、評価の説明や課題等を記載しています。） 

目  標 

№ 

個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

※

施

策

№ 

 

※環境基本計画事

業計画から転記 

目標値 

※ 環 境 基 本

計 画 事 業 計

画から転記 

※環境基本計

画事業計画か

ら転記 

※環境基本計

画事業計から

画転記 

※環境基本計

画事業計画か

ら転記 

※環境基本

計画事業計

画から転記 

実績 
※ ２ ９ 年 度

実績を記載 

※３０年度実

績を記載 

※３１年度実

績を記載 

※３２年度実

績を記載 

※３３年度

実績を記載 

※環境基本計画事

業計画から転記 

【個別施策の見方】 

（個別施策は、当該年度計画と実績、評価、評価の説明や課題等、次年度計画を記載しています。） 

※施策の内容 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

※施

策№ 

※環境基本計画事

業計画から転記 
※２９年度計画を

記載 

※２９年度実績を

記載 

※平成３０年度計

画を記載 

 

〈評価〉 

※２９年度の計画に対する

達成状況を「1～５」、「－」

で評価 

〈評価の説明や課題等〉 

※評価の説明や課題等を記

載 ※環境基本計画事

業計画から転記 

 

評  価 

２９年度評価 ※２９年度の目標に対する達成状況を「１～５」、「－」で評価しています。 

評価の説明や課題等 ※評価の説明や課題等を記載しています。 

進捗状況点検結果の見方について 
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【施策分野ごとの評価の見方】 

（重点施策、個別施策の評価をもとに、施策分野ごとに評価をします。） 

施策分野 評価 施策の柱 評価 施策 評価 施策の内容 評価 施策№ 個別施策 評価

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№１の

評価)

1 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№2の

評価)

2 ※環境基本計画事業計画から転記

3 ※環境基本計画事業計画から転記

4 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№5の

評価)

5 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№６の

評価)

6 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№7の

評価)

7 ※環境基本計画事業計画から転記

8 ※環境基本計画事業計画から転記

9 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№１０

の評価)

10 ※環境基本計画事業計画から転記

11 ※環境基本計画事業計画から転記

12 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№13の

評価)

13 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№14の

評価)

14 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№15の

評価)

15 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№16の

評価)

16 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本
計画事業計
画から転記

(施策№3,4の

平均値)

(施策№8,9の

評価)

(施策№11,12

の平均値)

(施策№1,2の

平均値)

※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記

(施策№１～１

６の平均値)

※環境基本計
画事業計画か
ら転記

(施策№3～6

の平均値)

(施策№７～９

の平均値)

(施策№10～

12の平均値)

(施策№13～

16の平均値)

※環境基本
計画事業計
画から転記

※環境基本
計画事業計
画から転記

※環境基本
計画事業計
画から転記

(施策№１～６

の平均値)

(施策№７～１

６の平均値)

※環境基本
計画事業計
画から転記

※環境基本
計画事業計
画から転記

※環境基本
計画事業計
画から転記

 

評価の説明
(施策分野)

施策分野全体の評価の説明を記載します。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価の方法について 

・個別施策の評価は、当該年度計画に対する達成状況を「１～５」、「－」で評価します。 

・重点施策についても個別施策の１つとして評価します。 

・「施策の分野」、「施策の柱」、「施策」、「施策の内容」の評価は評価区分ごとに位置付 

けられている個別施策の評価の平均値とします。(小数点第２位を四捨五入) 

・評価が「―」となった個別施策の評価を「１」とみなし、評価区分ごとに評価します。 

・「施策の分野」は、施策分野全体の評価の説明を記載します。 
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【計画全体の評価の見方】 

（施策分野ごとの評価をもとに、計画全体の評価をします。） 

施策分野 評価 

１ 安全な生活環境を確保します 

（生活環境分野） 

施策分野１の 

評価を記載 

２ 自然環境を保全・再生します 

（自然環境分野） 

 施策分野２の 

評価を記載 

３ 快適な都市環境を保全・創造します 

（都市環境分野） 

施策分野３の 

評価を記載 

４ 地球環境保全へ貢献します 

（地球環境分野） 

施策分野４の 

評価を記載 

５ 市民・事業者等による環境保全活動を促進します 

（環境保全活動等） 

施策分野５の 

評価を記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            総合評価 

２９年度評価 
施策の分野１～５の平均値を記載します。 

評価の説明 

計画全体の評価の説明を記載します。 
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１　大気環境
の保全対策の
促進

②　大気汚
染状況の監
視測定等の
実施

2 大気汚染状況の監視測定等の実施
【重点３】
光化学スモッグの発生は、窒素酸化物などの汚染物質濃度のほか、気温や紫外線（日射）などの気象条件と密接な関係があります。
気象の観測や大気汚染の常時監視を行い、情報発信することにより、健康被害を防止します。

１　生物多様
性の保全対策
の推進

③　野生生
物への理解
の促進

21
自然についての展示、講座、観察会等
の実施

【重点２】
自然に関する講座や体験学習、自然観察などの行事を開催することで、市民の野生生物への理解を高め、人と自然との共生の推進を
図ります。

１里山の保
全・再生とふ
れあいの推進

②　市民を
主体とした
継続的な里
山保全活動
の促進

26
市民を主体とした継続的な里山保全活
動の促進

【重点１】
市民参加による里山保全活動を行うことで、環境市民による保全活動の促進につなげます。
【重点２】
古くから人が生活に利用してきた雑木林や、人が開いた農地が一体となった場所が里山です。里山を保全していくことで、自然と共生
し自然の恵みを活かしていきます。

①農業活性
化の推進

41 援農ボランティアの促進

【重点１】
農家の「高齢化、後継者不足による農作業の補助」の必要性と、ボランティアの「農業とのふれあいによる充実感を得たい」という声を
マッチングし、援農ボランティアの力を農業活性化に活かします。
【重点２】
高齢化、後継者不足によって耕作の維持が難しくなる農地を活かし、保全していきます。

45 市民農園の利用促進

【重点１】
自然志向を背景に、農業体験に対する都市住民の関心が高まり、余暇活動としてだけでなく、子どもの教育面からも、自然や土とのふ
れあいを求め、市民農園を利用する人々が増えています。このようなことから、市民農園の利用を促進していきます。
【重点２】
市民農園として自然の恵みを活用します。

47 農業理解の促進

【重点２】
地産地消の推進イベントを開催し、地元の農産物等への理解を高めるとともに、農業の魅力を活かしていきます。
【重点３】
地域で採れた農産物を使用することで、輸送によるガソリン等の燃料の削減、保存のための冷蔵冷凍に使用する電気使用量の削減
等につながります。

１　みどりの
ネットワークの
形成

②　みどり
のつながり
の確保 55 花とみどりのまちづくりの推進

【重点１】
公園、広場、公民館へ花苗を配布し、環境市民による花と緑のまちづくりを促進します。
【重点２】
みどりのネットワークの形成を進めることで、花と緑に親しめるまちづくりを進めます。

３　平塚らしい
景観のあるま
ちづくりの推進

①　平塚ら
しい景観の
あるまちづく
りの推進

68 花の名所づくり

【重点１】
花の名所づくりに市民参加により取り組みます。
【重点２】
花の名所の魅力を活かすとともに、市民が自然に親しめる場をつくります。

１　環境共生
モデル都市の
形成

①　ツインシ
ティの形成
に向けた取
組の推進

72
土地区画整理組合による土地区画整
理事業並びに地域住民と連携したまち
づくりの推進

【重点３】
ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）など、省エネ性能の高い住宅や再生可能エネルギー、家庭用燃料電池等の導入誘導により、
環境共生のモデルとなる低炭素のまちづくりを促進します。

２　交通の円
滑化の推進

②　自転車
の利用しや
すいまちづく
り

81 自転車通行帯の整備
【重点３】
自転車は温室効果ガスを排出せず、化石燃料を使用しない交通手段であるため、自転車のネットワーク整備率を向上させ、自転車の
走行環境の改善を図ることで自転車の利用を促進します。また、交通の安全性向上にもつながります。

３　ヒートアイラ
ンド対策の推
進

①　ヒートア
イランド対
策の推進

87 クール・タウンの普及啓発の実施

【重点１】
住宅等へのみどりのカーテンの設置の取組が、市民に広がるよう、ＰＲをしていきます。
【重点３】
建物の壁面温度の上昇を抑えることで、冷房機器の電気の節減による温室効果ガスの排出削減や、「適応策」として、ヒートアイランド
現象の進行を抑制します。

92
日常生活における環境への配慮の取
組の促進

【重点１】

ひらつかCO２CO２プラン等、日常生活における環境配慮に関する情報の提供や、取組の呼びかけを行い、環境市民による環境配慮行

動の意識を高めます。
【重点３】
日常生活において温暖化の原因である温室効果ガスを削減する環境配慮行動を促進することは、低炭素社会の実現につながりま
す。

99 クールシェアスポットの紹介
【重点３】
クールシェアスポットをウェブサイト等で紹介し、夏季の各家庭での電気使用量の削減を推進します。また、クールシェアスポットは猛暑
の際の「シェルター」となり、熱中症対策として、市民の安心安全の向上につながります。

108
家庭系ごみの減量化・資源化に向けた
普及啓発

109
事業系ごみの排出ルールの徹底や事
業者に対する指導

１　幼稚園・小
中学校などに
おける環境教
育の充実

①　幼稚
園・保育園・
小中学校で
の環境学習
の推進

118 わかば環境ISOの推進

【重点１】
わかば環境ＩＳＯに学校、園ぐるみで取り組むことが、環境配慮行動を実践できる「環境市民」の育成につながります。
【重点３】
わかば環境ＩＳＯは、取組の共通メニューとして「省資源」「省エネ」「ごみの減量化」に取り組んでおり、温室効果ガスの排出削減や資
源の再利用などに寄与します。

２　地域にお
ける環境教
育・環境学習
の充実

②　幅広い
年齢層を対
象にした環
境学習の促
進

127
市民活動団体等と連携した出前講座
等の実施

【重点１】
出前講座を市民活動団体等と連携して行うことで、団体の活動の場を広げることになるとともに、市民の環境に対する理解の向上や、
今後の市民活動等を担う人材育成につなげます。
【重点２、３】
自然環境や地球環境保全に関する講座を提供することで、市民の環境に対する理解を深め、市民一人一人の環境配慮行動につなげ
ます。

１　市民活動
や企業の取組
に対する支援

③　環境保
全団体の
ネットワーク
づくりの促
進

134
ひらつか環境ファンクラブの活動の促
進

【重点１】
市民活動団体等の活動促進により、市民による環境配慮活動の活性化を図るとともに、団体等の活動発表の場を作ることで、広く市
民への周知を行います。
【重点２、３】
自然環境や地球環境の保全に関する活動等を行っている市民活動団体の活動促進は、自然環境の活用や低炭素社会、循環型社会
の実現といった重点テーマの推進につながります。

【重点３】
ごみの減量化、資源化を進め、ごみの焼却量を減らすことで、温室効果ガスの排出を削減するとともに、限りある資源の消費を抑制し、
地球にやさしい社会の実現に寄与します。

２　くらしや事
業活動におけ
る環境への配
慮の促進

①　環境に
配慮したくら
しの普及

１　廃棄物の
発生抑制・資
源化・適正処
理の推進

①　廃棄物
の発生抑
制・資源化
の推進

１農業の活性
化、農業との
ふれあいの推
進

②　農業と
のふれあい
の促進（都
市農業理解
の促進）

施　策
施策の
内容

№ 個別施策 重点テーマとの関係

 

重点施策の目標と実績一覧 
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実績

29
年度

30
年度

31
年度

32
年度

33
年度

29
年度

評価 評価の説明や課題等

76% 76% 80% 80% 80% 80% 5

市内５箇所の測定局において、大気常時
監視測定を実施しました。
【環境基準達成状況】二酸化硫黄、二酸化
窒素、一酸化炭素、浮遊粒子状物質（長
期的評価）、微小粒子状物質は達成、光
化学オキシダントは非達成。（達成率：８
０％　１６／２０）

大気汚染に係る
環境基準達成率

環境保全課

225人 230人 235人 240人 245人 326人 5

【環境政策課】
生き物観察会を実施し、市民の野生生物
への理解を高め、人と自然との共生の推
進を図ることができました。
【みどり公園・水辺課】
実施体制を強化することで、目標人数を大
幅に上回ることができました。
【博物館】
セミの抜け殻を調べる行事（3回、36人）、
野鳥観察会(1回、10人)、水田の生き物観
察(1回、55人)を開催し、身の周りの環境と
生物の関わりを学ぶことにより、野生生物
への理解が促進されました。

参加人数
環境政策課
みどり公園・水辺課
博物館

10回
390人

10回
390人

10回
400人

10回
410人

10回
420人

9回
478人 4

里山保全モデル事業を6回※台風のため1
回中止(参加者81人)、市民大学交流3回
(参加者397人)を実施しました。

里山保全活動の
活動回数・参加人数

環境保全課

10件 15件 20件 25件 30件 ９件 4

農家とボランティアをマッチングし、援農活
動を図れました。広報等で「援農ボランティ
ア事業」を周知することで、ボランティアの
増加に努める必要があります。

援農ボランティアの
マッチング実績数

農水産課

95% 95% 95% 95% 95% 94% 4

利用者の高齢化等により利用率が伸び悩
むなか、市ホームページで空き区画情報
の提供や公民館での案内チラシの配架
等、利用率の向上に努める必要がありま
す。

市民農園の利用率 農水産課

60,000人 61,000人 62,000人 63,000人 64,000人 81,291人 5

地産地消イベントに平塚産農産物ＰＲキャ
ラクターベジ太を出演させることで、農業理
解の促進を図り、来場者数増加に繋げまし
た。

地産地消イベント来場者数 農水産課

40箇所 40箇所 40箇所 40箇所 40箇所 40箇所 4
目標通り、40箇所に花苗を配布することが
できました。

花苗の配布箇所数 みどり公園・水辺課

11箇所 11箇所 12箇所 12箇所 12箇所 11箇所 4

目標通りの箇所数で維持していますが、今
後名所を増やすための取り組みとして、な
でしこ公園にバラの植栽を推進していま
す。

花の名所箇所数 みどり公園・水辺課

‐ ‐ 40% 50% 60% - ￣
今後の使用収益開始に向けて関係機関と
調整を進めています。

土地区画整理事業の進捗率 都市整備課

18% 24% 33% 42% 52% 18% 4
平塚駅桃浜町線や宝町通り線などの整備
を行い、自転車の走行環境を改善し、自転
車の利用促進を図ることができました。

平塚駅３㎞圏の
自転車ネットワーク整備率

道路整備課
交通政策課

25件
30件
３６件

35件
３９件

40件
42件

45件 36件 5
平成２９年度は、新たにチラシのポスティン
グ等を行ったことにより、昨年度を超える応
募がありました。【平成２８年度１６作品】

みどりのカーテンコンテスト
応募者数

応募件数（個人・団体）
環境政策課

40% 41% 42% 43% 44% 34% 4

小学校の参加世帯数は、3,432世帯(対象
10,261世帯)、中学校の参加世帯は、
2,165世帯(対象6,079世帯)でした。小中学
生のコツコツプランについては、学校によっ
て参加率が大きく違っており、わかば環境
ISOの取組等を通して参加率が低い学校
への事業周知を図ります。
一般家庭については、家庭で出来る環境
配慮行動のチラシを作成し、配付しました。
また、エコ・クッキングコンテストを実施し、
環境に配慮した料理とその調理法の募集
を通じて、地球温暖化対策への関心と理
解を高めることができました。

コツコツプランの小中学生家庭
の参加世帯の割合

環境政策課

7施設
8施設
35施設

9施設
３６施設

10施設
３７施設

11施設
３８施設

３４施設 5

公共施設に加え、民間事業者にも参加を
呼びかけ、３４施設（民間１３施設、県２施
設、市１９施設）をウェブサイトで紹介したほ
か、リーフレット、ポスターを作成し、クール
シェアスポット、イベント等で配付すること
で、周知を図りました。

紹介している施設数 環境政策課

903g 899g 894g 889g 889g
881ｇ

（速報値）
5

現在集計中のため、確定値は平成３０年８
月頃に出ます。
ごみの減量を呼び掛けるチラシの配布等
の推進策を実施することにより、市民１人
が１日に排出するごみの量の削減を推進し
ました。
再利用可能な家具を修理再生し、市民に
提供する事業は、再利用な可能な家具の
排出量の減少や修理再生にかかる費用対
効果、ライフスタイルの変化等による再生
した家具に対する市民ニーズの減少等を
考慮し平成２９年度をもって事業を終了しま
した。今後は、通常の粗大ごみとして適正
処理を進めていきます。

市民一人当たりのごみ排出量 環境政策課

26.5% 26.5% 26.5% 26.6% 26.7%
23.9%

（速報値）
4

現在集計中のため、確定値は平成３０年８
月頃に出ます。
事業系ごみの排出ルールの徹底や多量排
出事業者に対する立ち入り調査を実施し、
ごみの減量化、資源化を推進しました。

ごみの資源化率 環境政策課

54校・園 54校・園 55校・園 55校・園 55校・園 ５５校・園 5

各園・学校での発達年齢段階に応じた取
組の浸透により、環境教育への取組の充
実を図りました。今後も引き続き小中学校・
幼稚園（こども園）担当者研修会を通じ、各
学校・園が独自に取り組んでいるメニュー
の充実を促し、共有を図ります。
わかば環境ＩＳＯの取組が民間幼稚園にも
広がっていくように、未加入の民間幼稚園
を訪問し、事業の趣旨・目的を直接説明す
ることで、平成２９年度は新たに１園が取
組に参加しました。

参加校・園数
教育総務課
教育指導課
環境政策課

10回 11回 12回 13回 14回 １１回 5

市民団体に講座開催を積極的に促すこと
により、年度計画よりも多くの環境・地球温
暖化対策出前講座を開催することができま
した。

講座開催回数 環境政策課

団体会員
27団体

団体会員
28団体

団体会員
28団体

団体会員
29団体

団体会員
29団体

団体会員
２７団体

4

ひらつか環境ファンクラブへの活動支援と
して、緑化まつり、環境フェア、環境パネル
展、活動発表会の実施を支援しました。
平成２９年度の団体会員の増減はありま
せんでしたが、ファンクラブ所属団体に協
力を依頼する等をして団体会員数の増加
を目指します。

ひらつか環境ファンクラブ
団体会員数

環境政策課

平成２９年度

指標となる数値、単位 担当課

目標
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１ 安全な生活環境を確保します（生活環境分野） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 自然環境を保全・再生します（自然環境分野） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策分野ごとの評価 

施策分野 評価 施策の柱 評価 施策 評価 施策の内容 評価

①事業活動に伴う大気汚染防止対策の促進 4.0

②大気汚染状況の監視測定等の実施 5.0

②事業活動に伴う排水の適正な処理の促進 4.0
③水質汚濁状況の監視測定等の実施 5.0
①化学物質に関する情報収集・提供 4.0

①土壌汚染・地下水汚染の未然防止対策の促進 4.0

①自動車や新幹線による騒音・振動への対応 4.0

②工場・事業場に対する規制・指導の実施 4.0

③悪臭への対応 4.0

④地盤沈下の防止 4.0

１－１　大気
環境・水環
境を保全し
ます

4.2

1　大気環境
の保全対策
の促進

4.5

２　水環境の
保全対策の
促進 4.0

①家庭からの生活排水の適正な処理の促進 3.5

4.0

２　土壌汚
染・地下水汚
染への対応 4.0

②地下水汚染状況の監視測定の実施、汚染浄化対策効果の確認 4.0

３　騒音・振
動・悪臭・地
盤沈下に対
する取組 4.0

１－２　安全
で快適な生
活環境を確
保します

4.0

1　化学物質
対策の促進

4.0
②化学物質対策の促進

１　安全な生
活環境を確保
します(生活環
境分野)

4.1

施策分野 評価 施策の柱 評価 評価 施策の内容 評価

③野生生物への理解の促進 5.0
④有害鳥獣対策の推進 4.0
⑤特定外来生物の防除 4.0
⑥生物多様性の保全に取り組む市民活動団体等の
活動促進

4.0

①西部丘陵地域資源まちづくり支援 4.0
②市民を主体とした継続的な里山保全活動の促進 4.0
③里山の自然とふれあいの促進 4.0

①環境保全型農業の促進 4.0
②家畜排せつ物処理施設等の整備・改修に対する助
成

4.0

③自然環境に配慮した農道・水路等の整備 4.0

4.0

3.8

③地産地消の推進

4.2

4.3

4.0

①　川や海の自然環境の保全と再生

②川や海とのふれあいの促進

①農業活性化の推進

②農業とのふれあいの促進(都市農業理解の促進)

2-4 農地を
保全・活用し
ます

4.1

１　農業の活
性化、農業と
のふれあい
の推進

２　環境に配
慮した農業
の推進

4.2

①野生生物の情報収集、生物多様性の保全策の検
討

1　生物多様
性の保全対
策の推進

4.34.3

2-1 生物多
様性を保全
します

3.9

２　自然環境を
保全・再生しま
す(自然環境
分野)

4.1

2-2 里山を
保全・再生し
ます

4.0

3.9

2-3 水辺の
自然を再生
します

１　川や海の
自然環境の
再生とふれ
あいの推進

4.0

②生物生息空間の保全対策の推進 4.5

1　里山の保
全・再生とふ
れあいの推

4.0

4.0
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施策の分野としては、「４」（目標達成と同等と考え

られる実績が得られる場合）以上の評価を得ること

ができました。また、重点施策の「大気汚染状況の

監視測定等の実施」（施策№2）については、目標を

超える実績を得ることができました。一方、「合併浄

化槽の設置促進」（施策№３）の評価は「３」（概ね

計画どおり事業が進展したが、目標を達成できなか

った場合）となりました。当該事業については、市

ウェブページや広報紙を通して市民の事業の理解を

深めることで、目標達成を目指します。今後も分野

に位置付けられた各施策を着実に実施することで、

安全な生活環境の確保を推進します。 

評価の説明（施策分野） 

評価の説明（施策分野） 

施策の分野としては、「４」（目標達成と同等と考え

られる実績が得られる場合）以上の評価を得ること

ができました。また、重点施策の「自然についての

展示、講座、観察会等の実施」（施策№21）、「農業

理解の促進」（施策№45）については、目標を超え

る実績を得ることができました。一方、「援農ボラン

ティアの促進」（施策№41）、「市民農園の利用促進」

（施策№45）については、目標達成と同等と考えら

れる実績は得られましたが、目標値を達成すること

が出来ませんでした。当該事業については、農業の

活性化や市民の農業とのふれあいを推進すること

で、目標値の達成を目指します。今後も分野に位置

付けられた各施策を着実に実施することで、自然環

境の保全、再生を推進します。 

施策№ 個別施策 評価

1 工場・事業場に対する指導等の実施 4

2 大気汚染状況の監視測定等の実施※重点施策 5

3 合併処理浄化槽の設置促進 3

4 水洗化の促進 4
5 工場・事業場に対する指導等の実施 4
6 水質汚濁状況の監視測定等の実施 5
7 化学物質に関する情報収集・提供 4
8 化学物質の適正管理の促進 4
9 ダイオキシン類対策の促進 4

10 土壌汚染・地下水汚染の未然防止対策の促進 4

11 地下水汚染状況の監視測定の実施 4

12 工場・事業場の汚染対策効果確認調査の実施 4

13 自動車や新幹線による騒音・振動への対応 4
14 工場・事業場に対する規制・指導等の実施 4
15 臭気指数規制による悪臭への対応の充実 4

16 地盤沈下量の測定と地下水利用の規制・指導 4

施策№ 個別施策 評価
17 生物多様性の保全に向けた仕組みづくりの検討 4
18 野生生物の情報収集・発信 4
19 みどりと水辺のネットワークの形成 4

20 生物空間の維持管理と利用 5

21 自然についての展示、講座、観察会等の実施※重点施策 5
22 鳥獣による生活被害防除の推進 4
23 特定外来生物の防除 4

24 市民活動団体等の活動促進 4

25 西部丘陵地域資源まちづくり支援事業 4
26 市民を主体とした継続的な里山保全活動の促進※重点施策 4
27 里山体験教室等の開催 4
28 水辺・海辺の市民活動の促進 4
29 海岸浸食対策の促進 4
30 海底耕うんの実施 4
31 桂川・相模川流域協議会への参加 4
32 金目川水害予防組合の活動の支援 4
33 湘南里川づくりへの参加 4
34 馬入水辺の楽校の運営に対する支援 4
35 馬入花畑の整備 3
36 水辺の散策路の維持管理 4
37 河川で活動する市民活動団体の支援と連携強化 4
38 都市漁村交流活動の支援 4
39 稚魚放流体験の実施 4
40 担い手育成事業 4
41 援農ボランティアの促進※重点施策 4
42 農地の貸し借りの促進 5
43 農業振興地域整備計画の推進 4
44 有害鳥獣による農業被害対策の推進 4
45 市民農園の利用促進※重点施策 4
46 花アグリとその周辺における農の拠点づくりの推進 4
47 農業理解の促進※重点施策 5
48 農の多面的機能の支援 4
49 地産地消の推進 4
50 地場産品の普及 4
51 環境保全型農業の促進 4

52 家畜排せつ物処理施設等の整備・改修に対する助成 4

53 自然環境に配慮した農道・水路等の整備 4
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３ 快適な都市環境を保全・創造します（都市環境分野） 

 

施策分野 評価 施策の柱 評価 施策 評価 施策の内容 評価

①拠点となるみどりの確保 4.0

③交通の分散と円滑化 4

３　快適な都
市環境を保
全・創造します
（都市環境分
野）

4.0

１　みどりの
ネットワーク
の形成

4.1

３　平塚らし
い景観のあ
るまちづくり
の推進 4.0

3-2 環境共
生型のまち
をつくります

3.9

3-1　うるお
いとやすら
ぎのあるま
ちをつくりま
す

③市民や事業者による緑化活動の支援と促進 4.7

①さわやかで清潔なまちづくりの推進

②ペットと人が快適に共生するまちづくりの推進

4.0

4.0

３　ヒートアイ
ランド対策の
推進

4.3 ①ヒートアイランド対策の推進 4.3

4.3

①平塚らしい景観のあるまちづくりの推進 4.0

②平塚八景や歴史的・文化的資源の保全と活用

4

4.1

１　環境共生
モデル都市
の形成

3.5

２　交通の円
滑化の推進

4.2

①交通による環境負荷の低減

②自転車の利用しやすいまちづくり

4.0

①ツインシティの形成に向けた取組の推進 3.5

②みどりのつながりの確保 3.7

２　さわやか
で清潔なまち
づくりの推進

4.0
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施策№ 個別施策 評価
54 身近な公園整備の推進 4
55 花とみどりのまちづくりの推進※重点施策 4
56 生垣の設置促進と良好な樹木等の保全 3
57 道路沿いの緑化 4
58 緑化に関する普及啓発の実施 5
59 市民の緑化活動に対する支援 5
60 事業所等における緑化の促進 4
61 美化推進モデル地区における取組の支援 4
62 清潔なまちづくりに向けた普及啓発の実施 4
63 野良猫による生活被害軽減策の実施 4
64 飼い主への意識啓発 4
65 景観計画及び景観条例に基づく取組の推進 4
66 建築協定制度の導入の促進 4
67 屋外広告物の掲出に関する規制・指導の実施 4
68 花の名所づくり※重点施策 4
69 平塚八景の活用 4
70 歴史的・文化的資源の保存と活用 4
71 社寺林や屋敷林など歴史ある緑の保全 4

72
土地区画整理組合による土地区画整理事業並びに
地域住民と連携したまちづくりの推進※重点施策 ―

73 ツインシティの整備の推進 4
74 ツインシティにおける公共交通の利用促進の検討 4
75 ツインシティにおける緑化の導入や推進の検討 4
76 ツインシティにおける排水性舗装等の導入検討 4

77
ツインシティにおける再生可能エネルギーや家庭用
燃料電池の導入検討 4

78 バス交通の整備促進 4
79 道路の新設・改良 5
80 鉄道交通の整備促進 4
81 自転車通行帯の整備※重点施策 4

82
駐車場の整備促進と民間自転車等駐車場整備へ
の支援

4

83 新たしい公共交通システムの検討 4
84 建物等の緑化の促進 4
85 身近な公園整備の推進（再掲） 4
86 人工排熱の抑制に向けた普及啓発の実施 4
87 クール・タウンの普及啓発の実施※重点施策 5  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価の説明（施策分野） 

施策の分野としては、「４」（目標達成と同等と考え

られる実績が得られる場合の評価を得ることができ

ました。また、重点施策の「クール・タウンの普及

啓発の実施」(施策№８７)については、目標を超え

る実績を得ることがでました。一方、「土地区画整理

組合による土地区画整理事業並びに地域住民と連携

したまちづくりの推進」（施策№72）については、

土地区画整理事業が開始されていないことから、

「－」（実績がでておらず評価できない）という評価

となりました。平成２９年度は、平成３１年度以降

の事業実施に向けて、関係機関と調整を図りました。

今後も分野に位置づけられた各施策を着実に実施す

ることで、快適な都市環境の保全、創造を推進しま

す。 
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４ 地球環境保全へ貢献します（地球環境分野） 

施策分野 評価 施策の柱 評価 施策 評価 施策の内容 評価

②新たな再生可能エネルギーの促進 4

4

２　くらしや事
業活動にお
ける環境へ
の配慮の促
進

4.2
①環境に配慮したくらしの普及 4.2

②環境に配慮した事業活動の普及 4.0

１　再生可能
エネルギー
や高効率な
省エネル
ギー機器等
の導入促進

4

4.1

３　市の事業
活動におけ
る環境への
配慮

4.0

１　廃棄物の
発生抑制・資
源化の推進

②廃棄物の適正処理の推進

①一般家庭や事業者への再生可能エネルギー、高効
率な省エネルギー機器等の導入促進

4.0

２　不法投棄
防止対策の
推進

4.3 ①不法投棄防止対策の推進 4.3

４　地球環境
保全へ貢献し
ます（地球環
境分野）

4.1

4.0

①市の事業活動における環境への配慮 4.0

４－２　循環
型社会の実
現に向けて
取り組みま
す

4.1

①廃棄物の発生抑制・資源化の推進 4.0

４－１　低炭
素社会の実
現に向けて
取り組みま
す

 

 

５ 市民・事業者等による環境保全活動を促進します（環境保全活動等） 
施策分野 評価 施策の柱 評価 施策 評価 施策の内容 評価

③人材育成 4.0

③環境保全団体のネットワークづくりの促進 4.0

５－２　市民
等の取組や
連携を支援
します

4

１　廃棄物の
発生抑制・資
源化の推進

①市民の環境保全活動に対する支援 4.0

５　市民・事業
者等による環
境保全活動を
推進します（環
境保全活動
等）

4.3

５－１　環境
教育・環境
学習を推進
します

4.4

①幼稚園・保育園・小中学校での環境学習の推進 4.5

２　地域にお
ける環境教
育・環境学習
の充実

4.5

①子どもを対象とした環境教室等の開催 4.3

②学校などでの環境学習の支援

１　幼稚園・
小中学校な
どにおけ環境
教育の充実

4.3

4.0

②幅広い年齢層を対象にした環境学習の促進 4.8

4.0 ②環境にやさしい企業づくりの支援 4.0
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施策№ 個別施策 評価

88
事業者の太陽光発電システム等を設置する場合に、費用に対する支
援をします。 4

89 再生可能エネルギーに関する普及啓発の実施 4

90 省エネルギー機器等に関する普及促進の実施 4

91 地域資源を活用した新産業（波力発電関連分野）の創出 4

92 日常生活における環境への配慮の取組の促進※重点施策 4
93 電気自動車等に関する普及促進の実施 5
94 電気自動車の充電設備の設置 4
95 防犯街路灯のLED照明の使用 5
96 道路照明灯のＬＥＤ照明の使用 4
97 雨水の有効活用の促進 2
98 クール・タウンの普及啓発の実施（再掲） 5
99 クールシェアスポットの紹介※重点施策 5
100 環境に配慮した電力契約の推進 4
101 ライトダウンキャンペーンの実施 4
102 建築に伴う環境負荷の低減 4
103 ひらつかエコモードの取組の推進 3

104
公共施設の太陽光発電システム等の再生可能エネルギー、省エネ改
修や、省エネ型機器の導入検討、推進 4

105 ごみの焼却に伴う余熱利用の推進 4
106 廃棄物発電 4
107 公共施設における環境に配慮した電力調達契約の推進 5
108 家庭系ごみの減量化・資源化に向けた普及啓発※重点施策 5
109 事業系ごみの排出ルールの徹底や事業者に対する指導※重点施策 4
110 剪定枝の有効活用 4
111 使用済小型家電機器等の資源化の促進 4
112 環境にやさしい店舗づくりの推進 3
113 焼却残さの資源化の推進 4
114 広域的なごみ処理の推進 4
115 不法投棄防止パトロールの実施 5
116 不法投棄防止に向けた普及啓発 4
117 不法投棄物の追跡調査と回収 4  

 

 
施策№ 個別施策 評価

118 わかば環境ISOの推進※重点施策 5

119 保育園における環境への取組の促進 4

120 学校での出前教室等の開催 4
121 環境学習教材や情報の提供 4
122 子ども環境教室の開催（金目川生き物観察会は再掲） 5
123 環境ポスターコンクール等の実施 4
124 子ども自然体験教室の開催 4
125 青少年育成・生涯学習等における環境学習の促進 5
126 博物館における環境に関する講座等の開催 4
127 市民活動団体等と連携した出前講座等の実施※重点施策 5
128 緑と水に関わるきっかけとなる体験学習の実施 5
129 環境保全に関わるリーダー等の養成 4
130 環境保全活動団体への支援 4
131 市民によるまちづくりの支援 4
132 環境に配慮した活動の推進 4
133 公害関係法令に関する情報提供 4

134 ひらつか環境ファンクラブの活動の促進※重点施策 4  
 

 

 

 

 

 

 

 

評価の説明（施策分野） 

施策の分野としては、「４」（目標達成と同等と考え

られる実績が得られる場合）以上の評価を得ること

ができました。また、重点施策の「クールシェアス

ポットの紹介」(施策№９９)、「家庭系ごみの減量

化・資源化に向けた普及啓発」(施策№108)につい

ては、目標を超える実績を得ることができました。

一方、「日常生活における環境への配慮の取組の促

進」(施策№92)、「事業系ごみの排出ルールの徹底

や事業者に対する指導」(施策№109)については、

目標達成と同等と考えられる実績は得られました

が、目標値を達成することが出来ませんでした。今

後は、市民や事業者が地球環境保全活動を実践しや

すい環境を整備することで、地球環境保全を推進し

ます。 

評価の説明（施策分野） 

施策の分野としては、「４」（目標達成と同等と考え

られる実績が得られる場合）以上の評価を得ること

ができました。また、重点施策の「わかば環境 ISO

の推進」（施策№118)、「市民活動団体等と連携し

た出前講座等の実施」(施策№127)については、目

標を超える実績を得ることができました。今後も事

業者や市民団体と協力し、環境保全活動を推進しま

す。 
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（施策分野ごとの評価をもとに、計画全体の評価をします。） 

施策分野 評価 

１ 安全な生活環境を確保します 

（生活環境分野） 

   

   ４．１ 

２ 自然環境を保全・再生します 

（自然環境分野） 

 

   ４．１ 

３ 快適な都市環境を保全・創造します 

（都市環境分野） 

  

４．０ 

４ 地球環境保全へ貢献します 

（地球環境分野） 

 

４．１ 

５ 市民・事業者等による環境保全活動を促進します 

（環境保全活動等） 

 

４．３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            総合評価 

２９年度評価  ４．１ 

評価の説明 

計画全体としては、「４」（目標達成と同等と考えられる実績が得られる場合）

以上の評価を付けることができました。特に、５「市民・事業者等による環境

保全活動を促進します」の評価は、「4.3」となっており、施策分野として大き

く前進することができました。 

３「快適な都市環境を保全・創造します」の評価は、「4.0」となっており、そ

の他施策分野と比べると評価が低くなっています。これはツインシティの土地

区画整理事業が開始されていないことが大きく影響しており、平成２９年度は

平成３１年度の事業実施に向けて、関係機関と調整を図りました。 

個別の施策では、目標を達成できなかった施策もあるため、施策の課題解決に

向けて検証を行い、目標達成を目指します。また、目標を達成した施策につい

ても、事業の更なる推進に向けて事業の見直しを行います。 

 

計画全体の評価 
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1-１ 大気環境・水環境を保全します 

 

●施策１ 大気環境の保全対策の促進 

（重点施策） 

目  標 

№ 

個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

 
２ 

大気汚染状況の監視測定等の
実施・大気汚染に係る環境基準
達成率   

目標値 ７６％ ７６％ ８０％ ８０％ ８０％ 

実績 ８０％     
市内５箇所の測定局において、
大気常時監視測定を実施し、汚
染の状況を把握します。 

 

① 事業活動に伴う大気汚染防止対策の促進 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

１ 

工場・事業場に対

する指導等の実

施    

工場・事業場に
対して、立入調
査・指導等を実
施します。 

環境月間立入調
査、冬季の立入
調査を行い、測
定結果等の確認
及び指導を実施
しました。また、
苦情発生時、ア
スベスト排出工
事などの立入調
査（１２９件）・
指導等を実施し
ました。 

工場・事業場に
対して、立入調
査・指導等を実
施します。 
 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
環境月間、冬季立入調査につい
ては、年度ごとに立入が必要と
思われる事業所を選定してい
ます。苦情、アスベスト排出工
事については、事案が発生した
時点で迅速に立入調査を行い
ました。 

工場・事業場に対

して、立入調査・

指導等を実施し

ます。 

 

 

 

 

1 安全な生活環境を確保します 

評  価 

２９年度評価  ５ 

評価の説明や

課題等 

市内５箇所の測定局において、大気常時監視測定を実施しました。 

【環境基準達成状況】二酸化硫黄、二酸化窒素、一酸化炭素、浮遊粒子状物質（長期的評価）、微

小粒子状物質は達成、光化学オキシダントは非達成。（達成率：８０％ １６／２０） 
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●施策２ 水環境の保全対策の促進 

① 家庭からの生活排水の適正な処理の促進 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

３ 

合併処理浄化槽の

設置促進 

合併処理浄化槽設

置等補助金 ２基 

 

合併処理浄化槽維

持管理費補助金  

対象２７０件 

合併処理浄化槽設

置等補助金 １基 

 

合併処理浄化槽維

持管理費補助金  

２１９件 

 

合併処理浄化槽設

置等補助金 ２基 

 

合併処理浄化槽維

持管理費補助金 

対象２６９件 

 

〈評価〉 ３ 

〈評価の説明や課題等〉 
広報紙やホームページに設置及び

維持管理補助制度について掲載す

るとともに、申請案内を送付する

ことで設置に対して１基に、維持

管理に対して２１９基に補助を行

いました。 

既設の汲み取り式トイレまたは単

独処理浄化槽等から合併処理浄化

槽への転換を促すためには、公共

用水域の汚濁防止や生活環境の保

全に対する市民の理解が必要で

す。 

補助対象地域内に

設置された合併浄

化槽に対し補助金

を交付します。ま

た、維持管理費用

を補助します。 

４ 

水洗化の促進 
公共下水道に未接

続 の 家 屋を 対 象

に、早期接続を促

す通知の送付や、

普及員による戸別

訪問をすることで

普 及 啓 発を 促 進

し、普及率の向上

を図ります。また、

工事費の助成によ

り、普及率の向上

を図ります。 

〇未接続家屋の接

続を促します。 

訪問件数   

３０９１件 

〇宅内排水設備確

認申請件数  

１３６５件 

〇排水設備工事費

助成 ３件 

 

前年度に引き続き

公共下水道に未接

続 の 家 屋を 対 象

に、早期接続を促

す通知の送付や、

普及員による戸別

訪問をすることで

普 及 啓 発を 促 進

し、普及率の向上

を図ります。また、

工事費の助成によ

り、普及率の向上

を図ります。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
未接続の家屋を対象に行っていま

す。個別訪問は概ね例通り実施し

ました。助成に関しては、供用開

始からの期間が限られているの

で、供用開始件数減少に伴い減少

傾向にあります。 

公共下水道の普及

啓発を促進し、普

及率の向上を図り

ます。また、工事

費の助成により、

普及率の向上を図

ります。 

② 事業活動に伴う排水の適正な処理の促進 

５ 

工場・事業場に対

する指導等の実施 
工場・事業場に対

して、立入調査・

指導等を実施し 

ます。 

水質汚濁防止法と

神奈川県生活環境

の保全等に関する

条例に基づき工場

等 の 立 入 調 査 

（１１５件）・指導

を実施しました。 

工場・事業場に対

して、立入調査・

指導等を実施しま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
環境月間、冬季立入調査について

は、年度ごとに立入が必要と思わ

れる事業所を選定しています。そ

の他排水測定が必要な事業者につ

いては、年間の測定計画に基づき

適切に実施しました。 

工場・事業場に対

して、立入調査・

指導等を実施しま

す。 

③ 水質汚濁状況の監視測定等の実施 

６ 

水質汚濁状況の監

視測定等の実施 神奈川県測定計画

に基づく環境調査

や市独自の水質測

定を実施します。 

河川のＢＯＤ値に

おいて、全２３地

点中の環境基準達

成率９５％を目標

とし、達成状況を

評価します。 

神奈川県測定計画

に基づき河川２地

点、海域１地点の

環境調査を実施し

ました。また、市

独自の水質測定と

して河川や主要排

水路２１地点で測

定を実施しまし

た。                             

【環境基準達成状

況】ＢＯＤ：<河川

>：１００％   

(２３/２３) 

神奈川県測定計画

に基づく環境調査

や市独自の水質測

定を実施します。 

河川のＢＯＤ値に

おいて、全２３地

点中の環境基準達

成率９５％を目標

とし、達成状況を

評価します。 

〈評価〉 ５ 

〈評価の説明や課題等〉 
河川のＢＯＤ値において、全２３

地点中の環境基準達成率で評価し

ました。 

達成率９５％を目標とし、達成状

況を評価しました。 

神奈川県測定計画

に基づく環境調査

や市独自の水質測

定を実施します。 
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１-２ 安全で快適な生活環境を確保します 

 

●施策１ 化学物質対策の促進 

① 化学物質に関する情報収集・提供 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

７ 

化学物質に関す

る情報収集・提供 
化学物質に関す
る情報の収集及
び提供を行いま
す。 

神奈川県から本
市分のＰＲＴＲ
データの提供を
受け、有害化学
物質の使用状況
についてホーム
ページで情報発
信 を 行 い ま し
た。 

化学物質に関す
る情報の収集及
び提供を行いま
す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
平成29年5月に県からデータ
提供を受け、有害化学物質の使
用状況についてホームページ
で情報発信を実施しました。 

化学物質に関す

る情報の収集及

び提供を行いま

す。 

② 化学物質対策の促進 

８ 

化学物質の適正

管理の促進 神奈川県生活環
境の保全等に関
する条例に基づ
く、化学物質の
自主的な管理の
状況の報告を促
します。 
 

神奈川県生活環
境の保全等に関
する条例に基づ
く、報告を３４
件 受 理 し ま し
た。 
 

神奈川県生活環
境の保全等に関
する条例に基づ
く、化学物質の
自主的な管理の
状況の報告を促
します。 
 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
２９年度に報告が必要な事業
者に対し、立入調査等の機会を
利用して、報告書提出について
啓発を行いました。 

神奈川県生活環

境の保全等に関

する条例に基づ

く、化学物質の自

主的な管理の状

況の報告を促し

ます。 

９ 

ダイオキシン類

対策の促進 

測定調査を実施
するとともに市
のホームページ
に公開し情報提
供します。また、
苦情等による立
入調査時に指導
を行います。 
 

一般大気環境調
査を２地点で年
２回実施すると
ともに、ダイオ
キシン類に関す
る 情 報 に つ い
て、市ホームペ
ージで公開し、
情報提供を行い
ました。また、
野焼き等の立入
指導を１１件実
施しました。 
【環境基準達成
状況】１００% 
 

測定調査を実施
するとともに市
のホームページ
に公開し情報提
供します。また、
苦情等による立
入調査時に指導
を行います。 
 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 

大気環境調査については、年間

の測定計画を策定し、その計画

に基づいて実施しました。 

また、野焼き等の苦情があった

事業所については、パトロール

により原因者を特定した後、立

入指導を行いました。 

測定調査をする

とともに市のウ

ェブサイトに公

開し情報提供し

ます。また、苦情

等による立入調

査時に指導を行

います。 
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●施策２ 土壌汚染・地下水汚染への対応 

① 土壌汚染・地下水汚染の未然防止対策の促進 

№ 

個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

10 

土壌汚染・地下水

汚染の未然防止

対策の促進 土壌汚染対策法
及び神奈川県生
活環境の保全等
に関する条例に
基づき、立入調
査・指導等を行
います。 
 

土壌汚染対策法
及び神奈川県生
活環境の保全等
に関する条例に
基づき、１８件
の立入及び指導
を行いました。 
 

土壌汚染対策法
及び神奈川県生
活環境の保全等
に関する条例に
基づき、立入調
査・指導等を行
います。 
 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
汚染対策工事実施について法
令に基づき報告がなされた事
案について、その作業が法令に
定められた方法により適切に
行われているか、立入調査によ
り確認し、必要な指導を実施し
ました。 

土壌汚染対策法、

水質汚濁防止法

及び神奈川県生

活環境の保全等

に関する条例に

基づき、立入調

査・指導等を行い

ます。 

② 地下水汚染状況の監視測定の実施、汚染浄化対策効果の確認 

11 

地下水汚染状況

の監視測定の実

施 

水質汚濁防止法
に基づき、地下
水汚染実態調査
を実施します。 

神奈川県地下水
質測定計画に基
づき、２３地点
で地下水汚染実
態調査を実施し
ました。メッシ
ュ 調 査 で １ 地
点、継続監視調
査で７地点、環
境基準を超過し
ていました。【環
境基準達成状況 
６５％ 
（１５/２３）】 

水質汚濁防止法
に基づき、地下
水汚染実態調査
を実施します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
測定計画に定められた地点に
おいて地下水質調査を実施し
ました。 
２９年度に新たに汚染が見つ
かった地点については、再調査
を実施しました。 

水質汚濁防止法

に基づき、地下水

汚染実態調査を

実施します。 

12 

工場・事業場の汚

染対策効果確認

調査の実施 工場・事業場の
汚染対策の効果
確認のため、地
下水調査を実施
します。 
 

工場・事業場周
辺の汚染状況の
確認のため、６
社の周辺地下水
調査を実施しま
した。 

工場・事業場の
汚染対策の効果
確認のため、地
下水調査を実施
します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 

工場事業場周辺の井戸におい

て、汚染状況の確認のための調

査を引き続き行いました。 工場・事業場の汚

染対策の効果確

認のため、地下水

調査を実施しま

す。 
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●施策３ 騒音・振動・悪臭・地盤沈下に対する取組 

 

① 自動車や新幹線による騒音・振動への対応 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

13 

自動車や新幹線

による騒音・振動

への対応 

自動車騒音の常
時監視測定、道
路交通騒音・振
動測定、新幹線
騒音・振動測定
を実施します。 

自動車騒音の常
時監視測定を３
路線の８地点で
実施し、環境基
準の達成率は、
６５．０～１０
０％でした。道
路交通騒音・振
動測定５路線の
６ 地 点 で 実 施
し、騒音は２地
点で環境基準に
適合、振動は全
地点要請限度値
以下でした。新
幹線騒音・振動
測定を６地点で
実施し、騒音は5
地点で環境基準
値を超過、振動
は全地点勧告指
針 値 以 下 で し
た。 

自動車騒音の常
時監視測定、道
路交通騒音・振
動測定、新幹線
騒音・振動測定
を実施します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
年間の測定計画に基づき調査
を実施しました。 
29 年度は道路交通騒音・振動
測定について、これまでの測定
結果を踏まえて、調査地点の見
直しを行いました。 

自動車騒音の常

時監視測定、道路

交通騒音・振動測

定、新幹線騒音・

振動測定を実施

します。 

② 工場・事業場に対する規制・指導の実施 

14 

工場・事業場に対

する規制・指導の

実施 
工場・事業場に
対して、立入調
査・指導等を実
施します。 

騒音規制法、振
動規制法及び神
奈川県生活環境
の保全等に関す
る条例に基づく
届出を受理する
とともに適時助
言をおこないま
した。１１１件
の立入を実施し
しました。 

工場・事業場に
対して、立入調
査・指導等を実
施します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
環境月間、冬季立入調査におい
ては、年度ごとに立入が必要と
思われる事業所を選定し実施
しました。苦情においては、公
害の発生原因者に対して、立入
調査を実施し、必要な指導を行
いました。 

工場・事業場に対

して、立入調査・

指導等を実施し

ます。 

③ 悪臭への対応 

15 

臭気指数規制に

よる悪臭への対

応の充実 

 
 
 
悪臭防止法の臭
気指数規制に基
づく指導・規制、
必要に応じ測定
を行います。 
 

悪臭防止法の臭
気指数規制に基
づき、事業所の
指導を行った。
１９件の立入を
実施しました。 

悪臭防止法の臭
気指数規制に基
づく指導・規制、
必要に応じ測定
を行います。 
 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 

悪臭苦情を受け付けた後、周辺

調査で原因者特定を進めまし

た。原因者が特定できた場合

は、立入調査を実施して、必要

な指導を行いました。 

悪臭防止法の臭

気指数規制に基

づく指導・規制、

必要に応じ測定

を行います。 
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④ 地盤沈下の防止 

№ 

個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

16 

地盤沈下量の測

定と地下水利用

の規制・指導 地盤沈下の進行
を 監 視 す る た
め、精密水準測
量及び観測井に
よる地下水位の
観測を実施しま
す。 
また、条例に基
づく地下水利用
の規制指導を行
います。 

地盤沈下の進行
を 監 視 す る た
め、精密水準測
量及び観測井に
よる地下水位の
観測を実施しま
した。また、条
例に基づく地下
水利用の規制指
導 を 行 い ま し
た。 

地盤沈下の進行
を 監 視 す る た
め、観測井によ
る地下水位の観
測 を 実 施 し ま
す。 
また、条例に基
づく地下水利用
の規制指導を行
います。 
 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
市内の水準点において精密水
準測量を実施した。また、月１
回、観測井による地下水位の観
測を実施しました。 
さらに、条例に基づく地下水採
取事業者から、地下水位の報
告、地下水採取量の報告を定期
的に受理しました。 

観測井による地

下水位等の観測

や精密水準測量

を実施します。ま

た、神奈川県生活

環境の保全等に

関する条例に基

づく地下水利用

の規制指導を行

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

24 

 

２-１ 生物多様性を保全します 

●施策１ 生物多様性の保全対策の推進 

（重点施策） 

目  標 

№ 

個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

21 

 

自然についての展示、講座、観察会

等の実施・参加人数 

目標値 ２２５人 ２３０人 ２３５人 ２４０人 ２４５人 

実績 ３２６人     

子ども環境教室（金目川生き物観察

会）や、相模川での自然観察活動を

通じて、水辺の生き物とふれあう機

会を創出します。また、博物館にお

いて、自然に関する講座や体験学習、

自然観察などの行事を開催します。 

 

① 野生生物の情報収集、生物多様性の保全策の検討 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

17 

生物多様性の保全

に向けた仕組みづ

くりの検討 

平塚市内の生物多

様性を検討するた

めの委員会設立に

向け、生物多様性

の保全に取り組む

市民活動団体や企

業等に関する情報

収集をします。 

平塚市生物多様性

保全行動計画検討

委 員 会 設立 に 向

け、生物多様性の

保全に取り組む市

民活動団体や企業

等に関する情報収

集し、協力を募り

ました。 

 

生物多様性推進協

議会設立し、平塚

市の生物多様性に

ついての検討を開

始します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
市民団体、企業、学識経験者等か

ら本委員会への協力の了承を得る

ことが出来ました。 

 

生物多様性の保全

に向けた方策の検

討等を継続的に行

います。 

18 

野生生物の情報収

集・発信  
市内の植物相の状

況を調査し、これ

までの植物標本の

整理とデータ化を

進めます。 

博物館を活動拠点

とする市民グルー

プが主体となり、

館蔵植物標本の整

理とデータ化を行

いました。 

 

 
市内の植物相の状

況を調査し、これ

までの植物標本の

整理とデータ化を

進めます。 

 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
継続実施している市内の植物相の

状況調査によって得られた植物標

本の整理とデータ化が進み、まと

めの段階に入りました。 

市内各所の植物に

関する情報を収集

し、標本とデータ

を整理します。 

 

 

２ 自然環境を保全・再生します 

評  価 

２９年度評価  ５ 

評価の説明や

課題等 

【環境政策課】 

生き物観察会を実施し、市民の野生生物への理解を高め、人と自然との共生の推進を図ることができました。 

【みどり公園・水辺課】 

実施体制を強化することで、目標人数を大幅に上回ることができました。 

【博物館】 

セミの抜け殻を調べる行事（3 回、36 人）、野鳥観察会(1 回、10 人)、水田の生き物観察(1 回、55 人)

を開催し、身の周りの環境と生物の関わりを学ぶことにより、野生生物への理解が促進されました。 
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② 生物生息空間の保全対策の推進 

№ 

個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

19 

みどりと水辺の

ネットワークの

形成 公共スペースへ
の植栽等の整備
を推進し、みど
りと水辺のネッ
トワークを形成
することによっ
て 、 生 物 の 生
育・生息空間の
連続性を確保し
ます。 

公園、広場等の
公共用地及び公
民館等のプラン
ター (２４４個)
や花壇に住民団
体、公共機関の
協力を得ながら
上半期及び下半
期１回ずつ花苗
を 植 栽 し ま し
た。 
 

公共スペースへ
の植栽等の整備
を推進し、みど
りと水辺のネッ
トワークを形成
することによっ
て 、 生 物 の 生
育・生息空間の
連続性を確保し
ます。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画通り花苗を配布し、プラン
ターや花壇に住民団体、公共機
関の協力を得ながら花苗を植
栽することができました。 

公共スペースへ

の植栽等の整備

を推進し、みどり

と水辺のネット

ワークを形成す

ることによって、

生物の生育・生息

空間の連続性を

確保します。 

 

20 

生物空間の維持

管理と利用 

馬入水辺の楽校
にて自然探偵団
の活動を実施し
ます。 

馬入水辺の楽校
にて自然探偵団
の活動を 23 回
実施しました。 

馬入水辺の楽校
にて自然探偵団
の活動を実施し
ます。 

〈評価〉 ５ 

〈評価の説明や課題等〉 
馬入水辺の楽校をフィールド
として多くの活動を実施する
ことができました。また、活動
に参加した市民が馬入水辺の
楽校いついて知っていただく
機会となりました。また、活動
回数については、平成 28 年度
までは年間10回程度しか活動
をしていなかったのに対し、平
成29年度は馬入水辺の楽校運
営協議会において、活動内容を
協議したことで、活動回数を大
幅に増やすことができました。 
 
 

市民参加による

エコアップ活動

を協働で実施し

ます。 

④ 有害鳥獣対策の推進 

22 

鳥獣による生活

被害防除の推進 
生活被害の状況
による捕獲を実
施 す る と と も
に、アライグマ
の計画防除地点
を増やします。 

ハクビシンやア
ライグマ等をあ
わせて８４頭捕
獲し、防除しま
した。 

生活被害の状況
による捕獲を実
施 す る と と も
に、アライグマ
の計画防除地点
を増やします。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画防除地点を平成２８年度
よりも１か所増やし、市内の２
か所で計画防除を行いました。 

鳥獣による生活

被害防除のため、

ハクビシン等の

捕獲を実施しま

す。 

 

⑤ 特定外来生物の防除 

23 

 

特定外来生物の

防除 第３次神奈川県
アライグマ防除
実施計画に基づ
き、特定外来生
物の周知、捕獲
等 を 実 施 し ま
す。 

ウェブサイト等
で周知するとと
もに、アライグ
マを６２頭捕獲
しました。 

第３次神奈川県
アライグマ防除
実施計画に基づ
き、特定外来生
物の周知、捕獲
等 を 実 施 し ま
す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
ウェブサイト等にて特定外来
生物に関する情報を発信する
とともに、アライグマの捕獲を
実施することで防除に取り組
みました。 

アライグマの捕

獲を実施すると

ともに、特定外来

生物に関する情

報提供をします。 
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⑥ 生物多様性の保全に取り組む市民活動団体等の活動促進 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

24 

市民団体活動

等の活動促進 

【環境保全課】 
生物多様性の保全
に取り組む市民活
動団体に補助金を
交付します。 
 
【みどり公園・水辺課】 

馬入水辺の楽校運
営協議会が実施す
る自然観察会やエ
コアップ活動など
を引き続き支援し
ます。 

 
 
 
【環境保全課】 
生物多様性の保
全にも繋がる里
山保全に取り組
む市民活動団体
に補助金を交付
しました。 
 
【みどり公園・水辺課】 

馬入水辺の楽校
のイベント周知
のため、広報ひ
らつかに 10 回
掲載しました。
また、平塚市 HP
のイベントカレ
ンダー広報で記
事となったイベ
ントを掲載しま
した。 
 

【環境保全課】 
市民団体や企業
等から構成され
た生物多様性推
進協議会と協働
で、保全活動の
推 進 を 図 り ま
す。 
 
【みどり公園・水辺課】 

馬入水辺の楽校
のイベント周知
のため、参加者
募集の記事を広
報ひらつかに掲
載します。また、
平塚市 HP のイ
ベントカレンダ
ーにイベントを
掲載します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
【環境保全課】 
生物多様性の保全に取り組む
市民活動団体 2 団体に対し、補
助金を交付しました。 
 
【みどり公園・水辺課】 
広報ひらつか、ＨＰで馬入水辺
の楽校でのイベントについて
周知したことで、多くの市民に
イベントの周知をすることが
でき、また、馬入水辺の楽校に
ついて知っていただく機会と
なりました。 

生物多様性の

保全に取り組

む市民活動団

体や企業等と

協働し、保全活

動策の推進を

図ります。 
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２-２ 里山を保全・再生します 

 

●施策１ 里山の保全・再生とふれあいの推進 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

26 

市民を主体とした継続的な里山保全

活動の促進・里山保全活動の活動回

数・参加人数 

目標値 
１０回 

３９０人 

１０回 

３９０人 

１０回 

４００人 

１０回 

４１０人 

10 回 

４２０人 

実績 
 ９回 

４７８人 
    里山保全に関する研修等を実施しま

す。また、ウェブサイト等で情報発

信を行います。 

 

① 西部丘陵地域資源まちづくり支援 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

25 

西部丘陵地域資

源まちづくり支

援事業 

①東京農業大学地域

再生研究部会の「湘

南ひらつか・ゆるぎ

地区」分科会の活動

に参加します。 

②「湘南ひらつか・

ゆるぎ地区活性化に

向けた協議会」が開

催するワークショッ

プに参加します。 

③西部丘陵地域で活

動する団体等から、

地域活性化に関する

講師の派遣依頼があ

った場合は、講師を

派遣します。 

①東京農業大学地域

再生研究部会の「湘

南ひらつか・ゆるぎ

地区」分科会の会議

（３回開催）に参加

しました。 

②「湘南ひらつか・

ゆるぎ地区活性化に

向けた協議会」が開

催するワークショッ

プ（３回開催）に参

加しました。 

①東京農業大学地域再生研

究部会の「湘南ひらつか・

ゆるぎ地区」分科会の活動

に参加します。 

②「湘南ひらつか・ゆるぎ

地区活性化に向けた協議

会」が開催するワークショ

ップに参加します。 

③西部丘陵地域で活動する

団体等から、地域活性化に

関する講師の派遣依頼があ

った場合は、講師を派遣し

ます。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 

計画どおり平成２９年

度中に開催された「湘南

ひらつか・ゆるぎ地区」

分科会およびワークシ

ョップに参加すること

ができました。 

地域住民や学術

機関などとの連

携を深めながら、

自然資源や地域

資源を活かした

交流やレクリエ

ーションの場づ

くりを推進しま

す。 

③ 里山の自然とふれあいの促進 

27 

里山体験教室等

の開催 【環境政策課】 

夏休みに子ども環境

教室【里山編】を実

施します。 

【環境保全課】 

里山保全モデル事業

(7 回)、市民・大学

交流事（３回）、夏休

み子ども環境教室を

開催します。 

【環境政策課】 

夏休み子ども環境教

室【里山編】を開催

しました。【参加者９

１人】 

【環境保全課】 

里山保全モデル事業

を6回※台風のため

1 回中止(参加者 81

人)、市民大学交流 3

回(参加者 397 人) 

【環境政策課】 

夏休み子ども環境教室【里

山編】を実施します。 

【環境保全課】 

里山保全モデル事業(7 回)、

市民・大学交流事業、夏休

み子ども環境教室を開催し

ます。 

 

 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 

【環境政策課】 

夏休み子ども環境教室

【川編】と実施日時をず

らすことにより、平成２

８年度よりも多くの市

民が参加しました。 

【環境保全課】本年度は

台風の影響で第 3 回目

のモデル事業は中止と

なり、参加者数が減少し

ています。 

里山保全モデル

事業、市民・大学

交流事業、夏休み

子ども環境教室

を開催します。 

評  価 

２９年度評価  ４ 

評価の説明 
里山保全モデル事業を 6 回※台風のため 1 回中止(参加者 81 人)、市民大学交流 3 回(参加者 397 人)を実

施しました。 
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２-３ 水辺の自然を再生します 

●施策１ 川や海の自然環境の再生とふれあいの推進 

 

① 川や海の自然環境の保全と再生 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

28 

水辺・海辺の市民

活動の促進 
(河川）県主催の

「湘南里川づく

りクリーンキャ

ンペーン」の周

知 

(海岸)海岸の美

化キャンペーン

の支援 

 

(河川）県が作製した

リーフレットやチラ

シでキャンペーンを

周知しました。 

(海岸)海岸の美化キャ

ンペーンを支援しま

した（５～８月に各１

回、計３回） 

 

神奈川県主催の湘

南里川づくりクリ

ーンキャンペーン

の 周 知 を行 い ま

す。また、海岸の

美化キャンペーン

の 支 援 を行 い ま

す。 

 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
例年どおり県が作成したリーフレ

ットやチラシでキャンペーンを周

知し、海岸美化キャンペーンを支

援することができました。 

神奈川県主催の

湘南里川づくり

クリーンキャン

ペーンの周知を

行います。また、

海岸の美化キャ

ンペーンの支援

を行います。 

29 

海岸浸食対策の

促進 

「相模湾沿岸海

岸 侵 食 対 策 計

画」に基づく、

海岸管理者（神

奈川県）による

養 浜 事 業 の 確

認。 

海岸管理者である神

奈川県による養浜事

業を確認。平成 29 年

度、本市区域における

養浜事業の該当はあ

りませんでした。 

「相模湾沿岸海岸

侵食対策計画」に

基づく、海岸管理

者（神奈川県）に

よる養浜事業の確

認。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
予定通り「相模湾沿岸海岸侵食対

策計画」に基づく、海岸管理者（神

奈川県）による養浜事業の確認を

行いました。 

相模灘沿岸海岸

保全対策計画に

基づく、海岸管理

者（神奈川県）に

よる養浜事業の

確認を行い、景観

の維持と汀線の

維持をできるよ

う管理者に働き

かけます。 

 

30 

海底耕うんの実

施 

海底耕うんを実

施し、漁場の改

善と廃棄物の状

況調査を支援し

ます。 

海底耕うんを６回実

施し、漁場の改善と廃

棄物の状況調査を支

援しました。 

 

引き続き海底耕う

んを実施し、漁場

の改善と廃棄物の

状況調査を支援し

ます。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
海底耕うんを６回実施し、漁場の

改善と廃棄物の状況調査を支援す

ることができました。 
海底耕うんを実

施し、漁場の改善

と廃棄物の状況

調査を支援しま

す。 

 

31 

桂川・相模川流域

協議会への参加 
運営委員会に出

席し、クリーン

キャンペーン等

のイベントへの

参加や同会の会

報誌の配架や事

業周知を行いま

す。 

 

運営委員会に出席し、

クリーンキャンペー

ン等のイベントへの

参加や事業周知を行

いました。 

 

運営委員会に出席

し、クリーンキャ

ンペーン等のイベ

ントへの参加や同

会の会報誌の配架

や事業周知を行い

ます。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
運営委員会に出席し、クリーンキ

ャンペーン等のイベントの参加や

事業周知をすることができまし

た。 

運営委員会に出

席し、クリーンキ

ャンペーン等の

イベントへの参

加や同会の会報

誌の配架や事業

周知を行います。 
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№ 

個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 
 

     評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

32 

金目川水害予防

組合の活動の支

援 金目川の水害予

防と沿岸耕地の

かんがい用水の

水源かん養のた

め、金目川の水

源地である春嶽

山を所有する金

目川水害予防組

合の管理運営費

の一部を負担し

ます。 

 

金目川水害予防組合

に負担金を補助し、所

有地の管理費に充て

られたことを確認し

ました。 

平成２９年度同様

に、平成３０年度

も金目川の水害予

防と沿岸耕地のか

んがい用水の水源

かん養のため、金

目川の水源地であ

る春嶽山を所有す

る金目川水害予防

組合の管理運営費

の一部を負担しま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
負担金を満額補助し、管理運営費

として充てられたことを確認しま

した。 金目川の水害予

防と沿岸耕地の

かんがい用水の

水源かん養のた

め、金目川の水源

地である春嶽山

を所有する金目

川水害予防組合

の管理運営費の

一部を負担しま

す。 

33 

湘南里川づくり

の参加 住民協働の組織

である湘南里川

づくりみんなの

会へ、行政幹事

として参画しま

す。 

行政幹事として、総会

に 1 回、役員会に 4

回、フォーラムに 1 回

参加しました。 

住民協働の組織で

ある湘南里川づく

りみんなの会へ、

行政幹事として参

画します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画どおり行政幹事として、湘南

里川づくりみんなの会に参画しま

した。 

住民協働の組織

である湘南里川

づくりみんなの

会へ、行政幹事と

して参画します。 

② 川や海とのふれあいの促進 

34 

馬入水辺の楽校

の運営に対する

支援 馬入水辺の楽校運

営協議会が実施す

る自然観察会やエ

コアップ活動など

を引き続き支援し

ます。 

馬入水辺の楽校のイ

ベント周知のため、

広報ひらつかに 10

回掲載しました。ま

た、平塚市 HP のイ

ベントカレンダーに

おいて、広報で記事

となったイベントを

掲載しました。 

馬入水辺の楽校運

営協議会が実施す

る自然観察会やエ

コアップ活動など

を引き続き支援し

ます。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
広報ひらつか、ＨＰで馬入水辺の

楽校でのイベントについて周知し

たことで、多くの市民にイベント

の周知をすることができ、また、

馬入水辺の楽校について知ってい

ただく機会となりました。 

馬入水辺の楽校

の会が実施する

自然観察会やエ

コアップ活動な

どを引き続き支

援します。 

35 

馬入花畑の整備 

馬入花畑の会と協

力して、花畑の維

持管理作業を 58

回実施予定です。

また、ポピー摘み

取りイベント、コ

スモス摘み取りイ

ベントを実施予定

です。 

馬入花畑の会と協力

して、花畑の維持管

理作業を年間 55 回

実施しました。 

ポピー摘み取りイベ

ント(2,000人来場)

を実施しました。※

コスモス摘み取りイ

ベントは雨のため中

止となりました。 

平塚地区環境対策協

議会主催のチューリ

ップ球根植栽イベン

トの支援を実施しま

した。 

 

 

馬入花畑の会と協

力して、花畑の維

持管理作業を 60

回実施予定です。 

ポピー、コスモス

摘み取りイベント

を実施予定です。 

平塚地区環境対策

協議会主催のチュ

ーリップ球根植栽

イベントの支援を

実施予定です。 

〈評価〉 ３ 

〈評価の説明や課題等〉 
コスモス摘み取りイベントが、雨

天のため中止となってしまいまし

たが、維持管理作業やイベントは、

例年通り実施することができまし

た。 

馬入花畑の会と

協力して、花畑の

維持運営を実施

します。摘み取り

イベントや平塚

地区環境対策協

議会主催のチュ

ーリップ球根の

植栽を支援しま

す。 
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№ 

個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 
 

評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

36 

水辺の散策路の

維持管理 

自然観察路の除草

委託、注意喚起看

板等の維持管理な

どを実施します。 

自然観察路の除草委

託業者の決定、看板

等の維持管理を実施

しました。 

自然観察路の除草

委託、注意喚起看

板等の維持管理な

どを実施します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
例年実施している自然散策路除草

委託に加え、平成 29 年度は広場

の除草を業者に委託して実施した

ことで、整備当時の状態に近づけ

ることができました。今後の課題

として、今回除草した広場を綺麗

な状態で維持していく必要がある

ため、どのように管理していくか、

馬入水辺の楽校と協議していきま

す。 

自然観察路の除

草委託、注意喚起

看板等の維持管

理などを実施し

ます。 

37 

河川で活動する

市民活動団体の

支援と連携強化 

【みどり公園・水辺課】 

河川の愛護活動、

環境美化活動を行

う団体の活動を支

援します。 

【土木総務課】 

①鈴川鯉のぼりま

つり河川占用の申

請。 

②金目川清流 

こいのぼり鑑賞会

河川占用の申請。 

【みどり公園・水辺課】 

河内川あじさいまつ

り（名義後援、駅前

地下道にまつり周知

ポスターの掲示） 

渋田川桜まつり（河

川占用の申請など） 

【土木総務課】 

①鈴川鯉のぼりまつ

りの実施 

（5 月 3 日～5 月 5

日） 

②金目川清流こいの

ぼり鑑賞会の実施 

（4 月 29 日～5 月

5 日） 

 

【みどり公園・水辺課】 

引き続き、河川の

愛護活動、環境美

化活動を行う団体

の活動を支援しま

す。 

【土木総務課】 

①鈴川鯉のぼりま

つりの実施 

（5 月 3 日～5 月

5 日） 

②金目川清流こい

のぼり鑑賞会の実

施 

（4月29～5月5

日） 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
【みどり公園・水辺課】 

河内川あじさいまつり（名義後援、

駅前地下道にまつり周知ポスター

の掲示） 

渋田川桜まつり（河川占用の申請

など）など団体の活動支援をする

ことができました。 

【土木総務課】 

こいのぼりまつりの準備から終了

まで、手続き上の遅延及び問題は

発生していません。 

河川の愛護活動、

環境美化活動を

行う団体の活動

を支援します。 

河内川あじさい

まつり（名義後

援、駅前地下道に

まつり周知ポス

ターの掲示） 

渋田川桜まつり

（河川占用の申

請など） 

鈴川鯉のぼりま

つり、金目川清流

こいのぼり鑑賞

会（河川占用の申

請）など 

38 

都市漁村交流活

動の支援 

初夏に小学生の乗

船体験等を行い、

地どれ魚直売会も

月１回開催を支援

しました。 

７月上旬に小学生の

乗船体験を行い、地

どれ魚直売会も月１

回程度実施しまし

た。 

初夏に小学生の乗

船体験等を行い、

地どれ魚直売会も

月１回の開催を支

援します。 

 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画通り事業を実施しました。事

業の性質上、当日の漁模様や天候

不順等により、開催ができない場

合があります。 

小学生の体験乗

船、周遊乗船など

各種イベントや

地獲れ魚の直売

会の開催を支援

します。 

39 

稚魚放流体験の

実施 初夏に地元小学生

によるヒラメの稚

魚放流を実施しま

す。 

７月上旬に地元小学

生によるヒラメの稚

魚放流を実施しまし

た。 

初夏に地元小学生

によるヒラメの稚

魚放流を実施予定

です。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画通り事業を実施しました。事

業の性質上、海の状況にり開催が

できない場合があります。 

地元小学生によ

るヒラメの稚魚

放流を支援しま

す。 
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２-４ 農地を保全・活用します。 

●施策１ 農業の活性化、農業とのふれあいの推進 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

41 

援農ボランティアの促進・援農ボラ

ンティアのマッチング実績数 

目標値 １０件 １５件 ２０件 ２５件 ３０件 

実績  ９件     

農家の「高齢化、後継者不足による農作

物の補助」の必要性と、ボランティアの

「農業とのふれあいによる充実感を得た

い」という声をマッチングし、援農ボラ

ンティアを推進します。 

 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

45 

市民農園の利用促進・市民農園の利

用率 

目標値 95％ ９５％ ９５％ ９５％ ９５％ 

実績 ９４％     市民農園の開設に向けた調査や関係

機関との調整を行い、新規の開設を

推進します。 

 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

47 

農業理解の促進・地産地消イベント

来場者数 

目標値 60,000 人 61,000 人 62,000人 63,000人 64,000人 

実績 81,291人     でてこいまつり等、生産者との交流

を通した地産地消の推進イベントを

開催します。 

評  価 

２９年度評価  ４ 

評価の説明や

課題など 

農家とボランティアをマッチングし、援農活動を図れました。広報等で「援農ボランティア事業」を周知す

ることで、ボランティアの増加に努める必要があります。 

評  価 

２９年度評価  ４ 

評価の説明や

課題など 

利用者の高齢化等により利用率が伸び悩むなか、市ホームページで空き区画情報の提供や公民館での案内チ

ラシの配架等、利用率の向上に努める必要があります。 

評  価 

２９年度評価  ５ 

評価の説明や

課題など 

地産地消イベントに平塚産農産物ＰＲキャラクターベジ太を出演させることで、農業理解の促進を図り、来

場者数増加に繋げました。 
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① 農業活性化の推進 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

40 

担い手育成事業 

農業経営改善計

画認定推進活動

の実施 

認定農業者の再認定

活動を確実に行い、農

業経営改善計画認定

推進活動を推進しま

した。 

認定期限を迎える、対

象５９件に対し、４３

件の再認定を行いま

した。 

また、５件の新規認定

を行いました。 

農業経営改善計画

認定推進活動の実

施 

 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
更新対象者に対し、直接電話にて

更新時期であることを知らせるこ

とで、効果的に再認定に繋げまし

た。 

 

認定農業者の再

認定活動を確実

に行うことを中

心に、農業経営改

善計画認定推進

活動を推進しま

す。 

 

42 

農地の貸し借り

の促進 

新規利用権設定

面積 ※年間目

標７ha 

15.1ha の農地を新

規に利用権設定しま

した。 

 

新規利用権設定面

積 ※年間目標７

ha 

〈評価〉 ５ 

〈評価の説明や課題等〉 
農業に関する様々な相談にワンス

トップで対応する「農業支援ワン

ストップ窓口」等を実施し、目標

以上の農地集積・集約を行うこと

ができました。 

農地集積・集約及

び遊休化防止・解

消を図るため、農

地制度の情報発

信を行い、意欲の

ある担い手への

農地の利用集積

を促進します。 

 

43 

農業振興地域整

備計画の推進 
農振農用地区域

の 指 定 を 継 続

し、まとまりあ

る優良な農地を

保全します。 

 

農振農用地区域の指

定を継続しました。 

 

農振農用地区域の

指定を継続し、ま

とまりある優良な

農 地 を 保全 し ま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
農振農用地区域の指定を継続し、

まとまりある優良農地を保全する

ことができました。 

農振農用地区域

の指定を継続し、

優良農用地を維

持・保全していき

ます。 

 

44 

有害鳥獣による

農業被害対策の

推進 

イノシシの捕獲

のためにくくり

罠 を 設 置 し ま

す。また自主防

除資材への補助

を継続して実施

します。 

くくり罠を１８基設

置。自主防除資材購入

経費の補助を36件行

いました。 

イノシシの捕獲の

ためにくくり罠を

設置します。また

自主防除資材への

補助を継続して実

施します。 

 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
イノシシの捕獲のためにくくり罠

を設置しました。また自主防除資

材への補助を実施しました。 イノシシ捕獲の

ためにくくり罠

を設置します。 

また、自主防除資

材への補助を継

続して実施しま

す。 
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② 農業とのふれあいの促進（都市農業理解の促進） 

№ 

個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 
評価 

 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

46 

花アグリとそ

の周辺におけ

る農の拠点づ

くりの推進 

農の体験・交流
館 の 管 理 運
営・広報活動の
実施 

大型市民農園施設
(管理休憩施設・公
的農園)の管理運営
を行いました。ま
た、米づくり体験隊
の周知として広報
ひらつかへの掲載
やチラシ配架等を
行いました。 
 
 

農の体験・交流
館の管理運営・
広報活動の実施 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 

体験事業等を通して市民に対

して農業との触れ合いの機会

を創出したり、市民農園の利用

者に農業相談を行うなど、農業

理解促進を図ることができま

した。 

 

大型市民農園

施設(管理休憩

施設・公的農

園)の管理運営

を行います。 

また、周辺の有

志農家グルー

プ(ハッパ会)が

行う、米づくり

体験について、

事業を周知す

るなどの支援

をします。 

 

48 

農の多面的機

能の支援 

地域の共同活
動による、農村
環境の維持管
理を推進しま
す。 

農業用施設の維持
管理や、景観形成、
生態系調査などの
地域共同活動を推
進しました。 
 

地域の共同活動
による、農村環
境の維持管理を
推進します。 
 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 

複数の地域が共同で活動する

ことで、地域同士の繋がりを深

め、広域的な維持管理を行うこ

とができました。 

多面的機能支

払交付金事業

を活用し、地域

で行う農道の

草刈や水路の

泥上げ等の農

地維持活動、及

び植栽による

景観形成や生

物調査などの

地域資源向上

活動に対して、

支援をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

34 

③ 地産地消の推進 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

49 

地産地消の推

進 

【産業振興課】 
産業間連携ネ
ットワークの
推進 
【学校給食課】 
地元農家が生
産した新鮮な
野菜、平塚漁港
で水揚げされ
た魚や水産加
工品等、地場産
品の使用を推
進します。 

【産業振興課】 
産業間連携ネット
ワーク会員及び会
員プロジェクトに
対し地域資源や経
営資源を活用した
新商品の開発、新事
業の創出への取組
に対し専門家派遣
や開発費補助等の
支援を行い、４件の
新商品等が開発さ
れました。 
【学校給食課】 
地場産野菜につい
ては、使用２５品目
で 品 目 ベ ー ス
48.1％の割合とな
り、昨年度に比べ１
品目増えました。野
菜以外の地場産品
については、アジ、
イワシ、カオリ麺、
小松菜トマトパン、
みかんパン、白パ
ン、べジタマもな
か、やまゆりポーク
を使用しました。 

【産業振興課】 
関係団体と連携
を図りながら、
産業間連携ネッ
トワークの周知
を す る と と も
に、会員の確保
や支援の充実に
努めます。 
【学校給食課】 
地元農家が生産
し た 新 鮮 な 野
菜、平塚漁港で
水揚げされた魚
や 水 産 加 工 品
等、地場産品の
使用を推進しま
す。 

〈評価〉４ 

〈評価の説明や課題等〉 
地域資源や経営資源を活用し
た新商品等開発ができたため、
地産地消の推進と産業の活性
化につながりました。 
【学校給食課】 
地場産品を使用できるシステ
ムは定着してきましたが、割高
であるとともに天候や作柄に
左右されやすく、量の確保が難
しいことがあります。 

地場産品の使

用を進める取

組について、産

業間連携ネッ

トワークを活

用し、推進しま

す。 

また、地元農家

が生産した新

鮮な野菜、平塚

漁港で水揚げ

された魚や水

産加工品等、地

場産品の学校

給食での使用

を推進します。 

50 

地場産品の普

及 

湘南ひらつか
ふれあいマー
ケットを月１
回開催します。
また、湘南ひら
つか名産品の
普及・宣伝を行
います。 

年１１回湘南ひら
つかふれあいマー
ケットを開催しま
した。 
イベント等で湘南
ひらつか名産品の
普及・宣伝を行いま
した。 

湘南ひらつかふ
れあいマーケッ
トを月１回開催
します。また、
湘南ひらつか名
産品の普及・宣
伝を行います。 

〈評価〉４ 

〈評価の説明や課題等〉 

湘南ひらつかふれあいマーケ

ットにおける地場産品の販売

や、湘南ひらつか名産品の普

及・宣伝により、地産地消の推

進が図られました。 

湘南ひらつか

ふれあいマー

ケットを月１

回開催します。

また、湘南ひら

つか名産品の

普及・宣伝を行

います。 
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●施策２ 環境に配慮した農業の推進 

① 環境保全型農業の促進 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

51 

環境保全型農

業の促進 

園芸用廃ビニ
ールの適正な
処理に対して
支援を行いま
す。環境保全型
農業について、
農業者に理解
を求めるとと
もに、取り組む
農業者には実
績に応じ直接
支援を行いま
す。 

園芸用廃ビニール
の適正な処理によ
る環境に配慮した
農業生産を促進す
るため、廃棄処理事
業の主体である JA
湘南に補助しまし
た。 
 

園芸用廃ビニー
ルの適正な処理
に対して支援を
行います。環境
保全型農業につ
いて、農業者に
理解を求めると
ともに、取り組
む農業者には実
績に応じ直接支
援を行います。 
 
 
 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
環境に配慮した農業生産を推
進できました。 園芸用廃ビニ

ールの適正な

処理に対して

支援をします。

また、環境保全

型農業につい

て、農業者に理

解を求めます。 

② 家畜排せつ物の適正処理と活用の促進 

52 

家畜排せつ物

処理施設等の

整備・改修に対

する助成 

家畜排せつ物
処理施設等の
整備・改修に係
る費用の一部
を補助します。 
 

家畜排せつ物処理
施設等の整備・改修
に係る費用の一部
を補助しました。
（８件） 
 

家畜排せつ物処
理 施 設 等 の 整
備・改修に係る
費用の一部を補
助します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
施設の老朽化により、施設修繕
等の必要性が高まっており、引
き続き補助を行う必要があり
ます。 

家畜排せつ物

処理施設等の

整備・改修に係

る費用の一部

を補助します。 

③ 自然環境に配慮した農業基盤の整備 

53 

自然環境に配

慮した農道・水

路等の整備 
環境に配慮し
た重機・資材の
使用を推進し、
自然環境に配
慮した道水路
の整備をしま
す。 

 
排出ガス対策型の
重機や再生材の使
用を推進し、自然環
境に配慮した道水
路を整備しました。 
農道 Ｌ=275ｍ 
水路 Ｌ＝92ｍ 
 
 

環境に配慮した
重機・資材の使
用を推進し、自
然環境に配慮し
た道水路の整備
をします。 
 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
自然環境に配慮した道水路を
整備できました。 農道、用水路、

用水路の転落

柵、堰を整備し

ます。また、新

たな路線整備

も推進します。 
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３-１ うるおいとやすらぎのあるまちをつくります 

 

●施策１ みどりのネットワークの形成 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

55 

花とみどりのまちづくりの推進・花

苗の配布箇所数 

目標値 ４０箇所 ４０箇所 ４０箇所 ４０箇所 ４０箇所 

実績 ４０箇所     
公園、広場等の公共用地及び公民館

等のプランターや花壇に花苗を配布

します。また、モデル地区及びモデ

ル商店会等へ花苗を配布します。 

 

① 拠点となるみどりの確保 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

54 

身近な公園整備

の推進 樹木の補植が必

要な公園を調査

し、リストを作

成します。 

 

樹木の補植が必要な

公園のリストを作成

しました。 

 

達上ヶ丘公園仮設

バスロータリー復

旧工事に併せて、

樹木の補植を行い

ます。 

 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
リストを作成し、平成 29 年度は

目標達成することができました。

今後も随時調査を行い、適宜リス

トの更新を行います。 

みどりのネットワ

ークの拠点となる

都市公園の整備を

推進します。 

② みどりのつながりの確保 

56 

生垣の設置促進

と良好な樹木等

の保全 

新たな生垣設置

に対して助成を

行います。（年間

目標 80m） 

新たな生垣設置に対

して助成を行いまし

た。（40.6m） 

 

新たな生垣設置に

対して助成を行い

ます。（年間目標

80m） 

 

〈評価〉 ３ 

〈評価の説明や課題等〉 
近年、申請件数が少なく、助成を

行うことが少なくなっていました

が、平成 29 年度は目標の半分に

達することができました。 

新たな生垣設置

に対して助成を

行います。 

樹木等の保全に

ついては、管理の

ために必要な助

成を行います。 

57 

道路沿いの緑化 道路沿いの植栽

等を推進し、13

箇所に苗木の提

供をします。 

13 箇所に苗木の提供

をしました。 

14 箇所に苗木の

提供を行います。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画どおり 13 箇所に苗木の提供

を行うことができました。 道路沿いの植栽

等を推進します。 

３ 快適な都市環境を保全・創造します 

評  価 

２９年度評価  ４ 

評価の説明や

課題など 

目標通り、40 箇所に花苗を配布することができました。 
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③ 市民や事業者による緑化活動の支援と促進 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

58 

緑化に関する

普及啓発の実

施 

緑化まつり、緑
化ポスター・標
語コンクール
を実施します。 

第44 回平塚市緑化
まつりを開催し、2
日間で 62,000 人
の来場がありまし
た。 
第44 回平塚市緑化
ポスター・標語コン
クールを実施し、ポ
スター435 点、標
語 910 点の応募が
ありました。 
 

緑化まつり、緑
化ポスター・標
語コンクールを
実施します。 
 

〈評価〉 ５ 

〈評価の説明や課題等〉 
緑化標語コンクールは前年度
より応募数が増加しました。 平塚市緑化ま

つりを開催し、
緑化に関する
普及啓発をす
るとともに環
境意識の啓発
を図ります。ま
た、平塚市緑化
ポスター・標語
コンクールを
実施し、作品の
展示を行い、緑
化意識の啓発
を行います。 

59 

市民の緑化活

動に対する支

援 
【公園愛護会】 
１５８団体へ
補助金・交付金
の交付、会報の
発行（年 4 回）、
総会の開催、研
修会の実施、第
２回事業の開
催 
【緑化モデル団体】 

総会開催 
登録団体に花
配布（年 2 回） 
 

【公園愛護会】 
１６２団体へ補助
金・交付金の交付、
会報の発行（年 4
回）、総会の開催、
研修会の実施、第２
回事業の開催 
【緑化モデル団体】 
総会開催 
登録団体に花配布
（年 2 回） 
 

【公園愛護会】 
・１６２団体へ
補助金、交付金
交付 
・公園愛護会連
絡協議会総会の
開催 
・会報の発行 
【緑化モデル団体】 

総会開催 
登録団体に花配
布（年 2 回） 

〈評価〉 ５ 

〈評価の説明や課題等〉 
【公園愛護会】 
交付金申請団体へ交付金を交
付し、会報発行、総会の開催等
行いました。 
【緑化モデル団体】 
計画通り、登録団体に花配布行
いました。 

うるおいとや

すらぎのある

まちにするた

め、市民の緑化

活動に対する

支援策として、

地域で緑化を

推進する緑化

モデル団体及

び公園愛護会

への支援を継

続し、みどりの

ネットワーク

を形成します。 

60 

事業所等にお

ける緑化の促

進 まちづくり条
例に基づき、事
業所等におけ
る緑化促進に
関する指導を
実施します。 

まちづくり条例に
基づき、緑化指導を
実施しました。（緑
化計画書の提出は
６７件、その他にも
できるだけ多くの
緑地を確保するよ
う指導しました。） 

まちづくり条例
に基づき、事業
所等における緑
化促進に関する
指導を実施しま
す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
指導の結果、５７件の完了検査
を行い、事業所等に新たな緑地
が増加しました。 

まちづくり条

例に基づき、事

業所等におけ

る緑化促進に

関する指導を

実施します。 
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●施策２ さわやかで清潔なまちづくりの推進 

① さわやかで清潔なまちづくりの推進 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

61 

美化推進モデ

ル地区におけ

る取組の支援 

清掃活動に係
わる消耗品の
提供やクリー
ンひらつか指
導員の派遣に
より、美化活動
の支援を行い
ます。 

清掃活動に係わる
消耗品の提供やク
リーンひらつか指
導員の派遣により、
美化活動の支援を
行いました。 

清掃活動に係わ
る消耗品の提供
やクリーンひら
つか指導員の派
遣し、美化活動
の支援を行いま
す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
クリーンひらつか指導員の派
遣を２地区、消耗品の提供を２
地区に行い、美化活動の支援を
行うことができました。 

美化推進モデ
ル地区に対し、
清掃や条例啓
発等の美化活
動に必要な支
援をします。 

62 

清潔なまちづ

くりに向けた

普及啓発の実

施 

５月と１１月
のまちぐるみ
大清掃や駅前
の美化キャン
ペーンを通じ
て、美化意識の
啓発を行いま
す。 

５月と１１月のま
ちぐるみ大清掃や
駅前の美化キャン
ペーンを通じて、美
化意識の啓発を行
いました。 

５月と１１月の
まちぐるみ大清
掃や駅前の美化
キャンペーンを
通じて、美化意
識の啓発を行い
ます。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
平成２９年度は予定していた
キャンペーンを予定どおり実
施することができ、美化意識の
啓発を行うことができました。 

まちぐるみ大
清掃や美化キ
ャンペーンを
通じて、美化意
識の啓発を行
います。 

② ペットと人が快適に共生するまちづくりの推進 

63 

野良猫による

生活被害軽減

策の実施 

野 良 猫 の 不
妊・去勢手術に
対して補助金
を交付します。
野良猫問題が
発生している
地域で説明会
を実施し、地域
猫活動への取
組を促します。 
 

オス２４６匹、メス
２９３匹の野良猫
の不妊・去勢手術に
対して補助を行い
ました。６か所の自
治会へ地域猫の説
明を行いました。 

野良猫の不妊・
去勢手術に対し
て補助金を交付
します。野良猫
問題が発生して
いる地域で説明
会を実施し、地
域猫活動への取
組を促します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
市内の野良猫の不妊・去勢手術
に対して補助金を交付すると
共に、野良猫のトラブルがある
自治会へ地域猫活動の説明を
行うことで野良猫による生活
被害軽減策の提案を行いまし
た。 

野良猫の不妊
去勢手術を実
施することを
支援するとと
もに、市民団体
との協働で地
域猫活動に取
り組みます。 

64 

飼い主への意

識啓発 犬猫の譲渡会
と犬の飼い主
を対象とした
マナー教室を
開催します。 

犬猫の譲渡会と犬
の飼い主を対象と
したマナー教室（講
義と実技による）
（３６人参加）を開
催しました。 

犬猫の譲渡会と
犬の飼い主を対
象としたマナー
教室を開催しま
す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
本年度は犬同伴のしつけ教室
を通じて、登録や狂犬病予防注
射、マナーの啓発をしました。 

犬猫の新しい
飼い主を探す
譲渡会や飼い
主のマナー講
習会を開催し
ます。 
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●施策３ 平塚らしい景観のあるまちづくりの推進 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

68 

花の名所づくり・花の名所箇所数 
目標値 １１箇所 １１箇所 １２箇所 １２箇所 １２箇所 

実績 １１箇所     
金目川、相模川、高麗山公園におけ

る花の咲く植栽や花畑の管理を、市

民ボランティア等とともに進めま

す。 

 

 

① 平塚らしい景観のあるまちづくりの推進 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

65 

景観計画及び景

観条例に基づく

取組の推進 

景観計画や景観

条例を、より一

層周知するとと

もに、良好な景

観形成に寄与す

る市民団体の活

動を推進するた

め、職員派遣な

どの支援をしま

す。また、公共

空間の質の向上

やまちの魅力を

高める景観形成

を 誘 導 す る た

め、建築物や工

作 物 等 に 対 し

て、景観ガイド

ラインや公共施

設景観ガイドラ

インに基づき指

導・助言を行い

ます。 

景観計画や景観条例

を、より一層周知する

とともに、良好な景観

形成に寄与する市民

団体の活動を推進す

るため、職員派遣など

の支援をしました。ま

た、公共空間の質の向

上やまちの魅力を高

める景観形成を誘導

するため、建築物や工

作物等に対して、景観

ガイドラインや公共

施設景観ガイドライ

ンに基づき指導・助言

を行いました。 

景観計画や景観条

例を、より一層周

知するとともに、

良好な景観形成に

寄与する市民団体

の活動を推進する

ため、職員派遣な

ど の 支 援を し ま

す。また、公共空

間の質の向上やま

ちの魅力を高める

景観形成を誘導す

るため、建築物や

工 作 物 等に 対 し

て、景観ガイドラ

インや公共施設景

観ガイドラインに

基づき指導・助言

を行います。 

 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
良好な景観形成に寄与する市民団

体の活動に対して、職員の派遣な

どの支援を行うことができまし

た。また、建築物や工作物等に対

して景観ガイドラインや公共施設

景観ガイドラインに基づき指導・

助言を行うことができました。 

景観計画や景観

条例を、より一層

周知するととも

に、良好な景観形

成に寄与する市

民団体の活動を

推進するため、職

員派遣などの支

援をします。ま

た、公共空間の質

の向上やまちの

魅力を高める景

観形成を誘導す

るため、建築物や

工作物等に対し

て、景観ガイドラ

インや公共施設

景観ガイドライ

ン に 基 づ き 指

導・助言を行いま

す。 

 

評  価 

２９年度評価  ４ 

評価の説明や

課題など 

目標通りの箇所数で維持しているが、今後名所を増やすための取り組みとして、なでしこ公園にバラの植栽

を推進しています。 



 

40 

№ 

個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 
    

 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

66 

建築協定制度

の導入促進 
ホームページ
や開発事業の
事前相談時に
建築協定制度
についての PR
を行うことで、
土地所有者へ
の理解を得な
がら住みよい
まちづくりの
促進を図りま
す。 
 

開発事業に対する
事前相談時に制度
のＰＲを実施する
とともに、土地所有
者への理解を得な
がら住みよいまち
づくりの促進を図
りました。 
 

ホームページや
開発事業の事前
相談時に建築協
定制度について
の PR を行うこ
とで、土地所有
者への理解を得
ながら住みよい
まちづくりの促
進を図ります。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 

計画どおりホームページや開

発事業の事前相談時に建築協

定制度についてＰＲできまし

た。 

開発事業に対

する事前相談

時に制度のＰ

Ｒを実施する

とともに、土地

所有者への理

解を得ながら

住みよいまち

づくりの促進

を図ります。 

67 

屋外広告物の

掲出に関する

規制・指導の実

施 

平塚市屋外広
告物条例に基
づき、屋外広告
物を設置して
いる事業者等
に対して、広告
物の適正な表
示及び安全点
検の実施につ
いて啓発・指導
を行います。ま
た、引き続き不
適合物件への
是正指導及び
未申請物件の
申請促進を実
施します。 
 除却協力員
（MKO）との
協力により、違
反広告物の除
却活動を平塚
市内の各地域
で実施します。 

平塚駅周辺や景観

重点区域の事業所

等に対して、屋外広

告物条例の周知及

び安全点検の実施

についてのリーフ

レットを１５５枚

配布し、適正な申請

と安全管理を啓発

しました。 

 また、許可期限が

満了となる屋外広

告物を表示してい

る事業所等に対し

て、通知を送付し、

継続申請を促した

ほか、違反物件に対

して是正指導を行

いました。 

不適合物件を掲出

している事業者に

対する口頭指導を

行いました。 

 除 却 協 力 員

（MKO）との協力

により、平塚駅前で

除却活動を実施し、

違反広告１１５枚

を除却しました。 

平塚市屋外広告
物 条 例 に 基 づ
き、屋外広告物
を設置している
事業者等に対し
て、広告物の適
正な表示及び安
全点検の実施に
ついて啓発・指
導を行います。
また、引き続き
不適合物件への
是正指導及び未
申請物件の申請
促進を実施しま
す。 
 除 却 協 力 員
（MKO）との協
力により、違反
広告物の除却活
動を平塚市内の
各地域で実施し
ます。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 

計画通り、屋外広告物を設置し

ている事業者等に対して、広告

物の適正な表示及び安全点検

の実施について啓発・指導を行

うとともに、不適合物件への是

正指導及び未申請物件の申請

促進を実施しました。また、除

却協力員（MKO）との協力に

より、違反広告物の除却活動を

実施しました。 

平塚市屋外広

告物条例に基

づき、屋外広告

物を設置して

いる事業者等

に対して、広告

物の適正な表

示及び安全点

検の実施につ

いて啓発・指導

を行います。ま

た、不適合物件

への是正指導

及び未申請物

件の申請促進

を実施します。 

除 却 協 力 員

（MKO）との

協力により、違

反広告物の除

却活動を市内

の各地域で実

施します。 

 

 

 

 



 

41 

② 平塚八景や歴史的・文化的資源の保全と活用 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

69 

平塚八景の活用 

平塚八景を観光

資源として活用

するため、様々

な情報発信を行

います。また、

ハイキングコー

スなどの環境づ

くりを進めるた

め、危険個所の

修繕などを行い

ます。 

バラの名所を巡るハ

イキングや花火大会

の実施などにより平

塚八景の情報発信を

行いました。また、ハ

イキングコースの危

険個所の修繕や案内

看板の補修を行いま

した。 

平塚八景を観光資

源として活用する

ため、様々な情報

発信を行います。

また、ハイキング

コースなどの環境

づくりを進めるた

め、危険個所の修

繕 な ど を行 い ま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
平塚八景は、本市を紹介する貴重

な観光資源として各種イベントな

どで活用しています。より快適、

安全に多くの人を迎えるため、ハ

イキングコースの定期的な巡視な

どにより危険個所の修繕などを行

います。 

平塚の代表的な

景色・景観である

平塚八景を貴重

な観光資源とし

て活用するため、

様々な情報発信

を行います。ま

た、多くの人に親

しまれ、訪れても

らうための環境

づくりを進めま

す。 

70 

歴史的・文化的資

源の保存と活用 旧横浜ゴム平塚

製造所記念館で

講座や音楽演奏

会、同館利用団

体による活動発

表 会 等 を 実 施

し、保存・活用

事業を更に進め

ます。また、バ

ラの維持管理に

より、バラの拠

点として、より

市民に親しまれ

る施設となるよ

う事業を進めま

す。 

 

旧横浜ゴム平塚製造

所記念館で文化財保

護のため外壁を塗装

しました。また、文

化・歴史講座（１日目

35 人・２日目 30

人）、音楽演奏会（春

385 人・秋 416 人）、

同館利用団体による

成果発表会（クリスマ

スフェスタ  1,043

人）や毎月１回の全館

解放事業、コンサート

などの事業を実施し、

資源の活用を図りま

した。また、約 200

本のバラの開花に合

わせ春と秋にバラフ

ェスタを開催し、記念

館をバラの拠点とし

て活用しました。 

旧横浜ゴム平塚製

造所記念館で指定

管理による運営管

理を実施し、民間

の手法での活用事

業やバラ等の維持

管理の他、講座や

音楽演奏会、同館

利用団体による活

動発表会等を実施

し、保存・活用事

業を進めていくと

ともに、自然と調

和した景観のある

施設づくりを行い

ます。 

 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
活用事業により市内外からの来訪

者が増加してきていますが、イベ

ント等を通して施設のさらなる周

知が必要と考えます。また、今年

度は外壁塗装を実施しましたが、

一般公開から 9 年が経過し、建物

全体のメンテナンスを考慮する時

期となっています。 

旧横浜ゴム平塚

製造所記念館で

講座や音楽演奏

会、同館利用団体

による活動発表

会等を実施し、保

存・活用事業を進

めていくととも

に、バラ等の維持

管理により、自然

と調和した景観

のある施設づく

りを行います。 

 

71 

 

社寺林や屋敷林

など歴史ある緑

の保全 
地区計画等が定

められる際の緑

化の考えた方を

整理するととも

に、条例に基づ

く保全樹等の保

護事業を推進し

ます。 

保全樹管理者へ奨励

金を交付しました。 

また、保全樹等の枯損

や倒木を未然に防ぐ

ため、樹木医診断を実

施しました。 

地区計画等が定め

られる際の緑化の

考えた方を整理す

るとともに、条例

に基づく保全樹等

の保護事業を推進

します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
引き続き、枯損等が懸念される樹

木の保護に向けた情報収集を行う

必要があります。 
地区計画等が定

められる際など

に、既存の樹林地

の保全に関する

事項を定めるな

ど、保全促進を図

ります。 

 

 



 

42 

３-２ 環境共生型のまちをつくります 

●施策１ 環境共生モデル都市の形成 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

72 

土地区画整理組合による土地区画整

理事業並びに地域住民と連携したま

ちづくりの推進・土地区画整理事業

の進捗率 

目標値  －   － ４０％ ５０％ ６０％ 

実績  －      

土地区画整理組合と連携し、環境共

生のまちづくりにおける取組などの

検討を進めるとともに、神奈川県と

連携し、地元住民や学識経験者、行

政による環境と共生するまちづくり

検討会において検討を行います。 

 

 

① ツインシティの形成に向けた取組の推進 

№ 

個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

73 

ツインシティ

の整備の推進 
関係機関と協
議や調整を図
り、環境共生の
まちづくりの
実現に向けて、
ツインシティ
の整備を推進
します。 
 

関係機関と協議や
調整を図り、環境共
生のまちづくりの
実現に向けて、ツイ
ンシティの整備を
推進しました。 
 

関係機関と協議
や調整を図り、
環境共生のまち
づくりの実現に
向けて、ツイン
シティの整備を
推進します。 

〈評価〉４ 

〈評価の説明や課題等〉 

ツインシティの整備の推進に

向けて、関係機関と協議や調整

を行いました。 
関係機関と協

議や調整を図

り、環境共生の

まちづくりの

実現に向けて

取り組みます。 

74 

ツインシティ

における公共

交通の利用促

進の検討 

相模川以西の
公共交通ネッ
トワーク形成
に関する検討
会設立に向け
て、関係機関と
協議調整しま
す。 
 

相模川以西の公共
交通ネットワーク
形成に関する検討
会設立に向けて、関
係機関と協議調整
しました。 

相模川以西の公
共交通ネットワ
ーク形成に関す
る検討会にて、
関係機関と協議
調整します。 

〈評価〉４ 

〈評価の説明や課題等〉 

相模川以西の公共交通ネット

ワーク形成に関する検討会を

設立しました。 関係機関と協

議や調整を図

り、環境共生の

まちづくりの

実現に向けて

取り組みます。 

 

評  価 

２９年度評価  － 

評価の説明や

課題など 

今後の使用収益開始に向けて関係機関と調整を進めています。 
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№ 

  個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 

 

     評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

75 

ツインシティ

における緑化

の導入や推進

の検討 

関係機関と協
議や調整を図 
り、環境共生の
まちづくりの
実現に向けて、
ツインシティ
における緑化
の導入や推進
策を検討しま
す。 

関係機関と協議や
調整を図り、環境共
生のまちづくりの
実現に向けて、ツイ
ンシティにおける
緑化の導入や推進
策を検討しました。 

関係機関と協議
や調整を図り、
環境共生のまち
づくりの実現に
向けて、ツイン
シティにおける
緑化の導入や推
進策を検討しま
す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 

関係機関と協議や調整を図る

ことで、ツインシティにおける

緑化の導入や推進策を検討す

ることができました。 

関係機関と協
議や調整を図
り、環境共生の
まちづくりの
実現に向けて
取り組みます。 

76 

ツインシティ

における排水

性舗装等の導

入の検討 

関係機関と協
議や調整を図
り、環境共生の
まちづくりの
実現に向けて、
ツインシティ
における排水
性舗装等の導
入を検討しま
す。 

関係機関と協議や
調整を図り、環境共
生のまちづくりの
実現に向けて、ツイ
ンシティにおける
排水性舗装等の導
入を検討しました。 
 

関係機関と協議
や調整を図り、
環境共生のまち
づくりの実現に
向けて、ツイン
シティにおける
排水性舗装等の
導入を検討しま
す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
 
関係機関と協議や調整を図る
ことで、ツインシティにおける
排水性舗装等の導入を検討す
ることができました。 

関係機関と協

議や調整を図

り、環境共生の

まちづくりの

実現に向けて

取り組みます。 

77 

ツインシティ

における再生

可能エネルギ

ーや家庭用燃

料電池の導入

の検討 

関係機関と協
議や調整を図
り、環境共生の
まちづくりの
実現に向けて、
ツインシティ
における再生
可能エネルギ
ーや家庭用燃
料電池の導入
を検討します。 

関係機関と協議や
調整を図り、環境共
生のまちづくりの
実現に向けて、ツイ
ンシティにおける
再生可能エネルギ
ーや家庭用燃料電
池の導入を検討し
ました。 

関係機関と協議
や調整を図り、
環境共生のまち
づくりの実現に
向けて、ツイン
ティにおける再
生可能エネルギ
ーや家庭用燃料
電池の導入を検
討します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 

関係機関と協議や調整を図る

ことで、ツインシティにおける

再生可能エネルギーや家庭用

燃料電池の導入を検討するこ

とができました。 
関係機関と協

議や調整を図

り、環境共生の

まちづくりの

実現に向けて

取り組みます。 
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●施策２ 交通の円滑化の推進 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

81 

自転車通行帯の整備・平塚駅３㎞圏

の自転車ネットワーク整備率 

目標値 １８％  ２４％  ３３％ ４２％ ５２％ 

実績 １８％      自転車利用環境推進計画に基づき、

自転車走行環境を整備します。 

 

 

① 交通による環境負荷の低減 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

78 

バス交通の整備促

進 

神奈川県地域交通研
究会において、バス交
通の充実や生活路線
の運行確保等につい
て調査・検討を行いま
す。 
速度低下の主な原因
であるボトルネック
解消には、交差点改良
等が必要で莫大な費
用と時間がかかるた
め、中長期的に「幹線
バス、路線バスの再
編」の中でバス事業者
等と検討していきま
す。 
上屋設置に対する計
画（案）及び、補助制
度（案）の熟成を図り
ます。また、新たなバ
ス停付近駐輪場等設
置に向けた検討をし
ていきます。 
情報提供の強化に向
けたバスマップの作
成を、バス事業者と協
働で取り組みます。 

神奈川県地域交通
研究会において、バ
ス交通の充実や生
活路線の運行確保
等に関する情報収
集に努めました。 
速度低下の主な原
因であるボトルネ
ック解消には、交差
点改良等が必要で
莫大な費用と時間
がかかるため、中長
期的な視点で、「幹
線バス、路線バスの
再編」についてバス
事業者等と検討し
ました。 
また、上屋設置に対
する補助制度や新
たなバス停付近駐
輪場等の設置、バス
マップの作成につ
いて、他市の事例を
参考に、案の検討を
進めました。 

神奈川県地域交通
研究会において、
バス交通の充実や
生活路線の運行確
保等について調
査・検討を行いま
す。 
また、上屋設置に
対する計画（案）
及び、補助制度
（案）の熟成を図
るとともに、新た
なバス停付近駐輪
場等の設置や、 
情報提供の強化に
向けたバスマップ
の作成を、バス事
業者と協働で取り
組みます。 

〈評価〉４ 

〈評価の説明や課題等〉 

速度低下の主な原
因であるボトルネ
ック解消には、交差
点改良等が必要で
莫大な費用と時間
がかかります。 
また、上屋や新たな
バス停付近駐輪場
等の設置について
は、設置が必要な箇
所が多いために、整
備優先順位の考え
方を明確にする必
要があることから、
案の検討を進めま
した。 

神奈川県地域交通

研究会において、

バス交通の充実や

生活路線の運行確

保等に つい て調

査・検討を行いま

す。 

バス停上屋設置に

対する支援策につ

いて、バス事業者

との調整に取り組

みます。新たなバ

ス停付近の駐輪場

等の設置に向けて

検討します。 

情報提供の強化に

向けたバスマップ

の作成を、バス事

業者と協働で取り

組みます。 

 

 

 

評  価 

２９年度評価  ４ 

評価の説明や

課題など 

平塚駅桃浜町線や宝町通り線などの整備を行い、自転車の走行環境を改善し、自転車の利用促進

を図ることができました。 
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№ 

個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 

   

 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

79 

道路の新設・改

良 
幹線道路（城所
線ほか）の整備
に取り組みま
す。 
 

幹線道路（城所線）
の整備を実施しま
した。（平成２９年
度実績：１２４ｍ） 
 

引き続き、城所
線などの幹線道
路の整備に取り
組みます。 
 

〈評価〉 ５ 

〈評価の説明や課題等〉 

幹線道路の整備が進み、交通の

円滑化を図ることができまし

た。 
幹線道路の整

備に取り組み

ます。 

80 

鉄道交通の整

備促進 

神奈川県鉄道
輸送力増強促
進会議に参加
し、鉄道混雑の
緩和や新規鉄
道の平塚駅乗
り入れなどの
実現に向け、関
係者とともに、
JR などの関係
機関に要望活
動を実施しま
す。 
 
 

神奈川県鉄道輸送
力増強促進会議に
おいて、鉄道混雑の
緩和や新規鉄道の
平塚駅乗り入れな
どの実現に向け、関
係機関に要望活動
を実施するととも
に、新たに相模線部
会に参加する方向
で神奈川県・部会員
と協議しました。 
 

神奈川県鉄道輸
送力増強促進会
議において、鉄
道混雑の緩和や
新規鉄道の平塚
駅乗り入れなど
の実現に向け、
関係機関に要望
活動を引き続き
実施するととも
に、新たに相模
線部会でも要望
活動を推進しま
す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 

上野東京ラインについて、平成

29 年 10 月のダイヤ改正では

朝の通勤時間帯に上下 1 本ず

つを 15 両編成に増強され、大

幅な混雑緩和を図りました。ま

た、根岸線から平塚駅までの乗

り入れ、及び相模線から東海道

線への乗入れについては、ＪＲ

東日本からの回答は、「実施す

るにあたって多くの課題があ

り、長期的な課題と考えてい

る」との回答となっており、平

成３０年度上期に相模線部会

へ参加する方向で、神奈川県や

部会員との協議・調整を実施し

ました。 

 

神奈川県鉄道

輸送力増強促

進会議に参加

し、鉄道混雑の

緩和や新規鉄

道の平塚駅乗

り入れなどの

実現に向け、商

業関係者とと

もに、JR など

の関係機関に

要望活動を実

施します。 

 

② 自転車の利用しやすいまちづくり 

82 

駐輪場の整備

促進と民間自

転車等駐車場

整備への支援 

自転車等利用
マナー向上の
啓発事業を継
続するととも
に、放置自転車
等の撤去徹底
を実施します。
また、駅南側の
駐輪場につい
ては、用地確保
と駐輪場規模
の確定に取組
みます。 
民間駐輪場の
整備を促進す
るための広報
活動を行いま
す。 
 

自転車等利用マナ
ー向上の啓発事業
を継続するととも
に、放置自転車等の
撤去徹底を実施し
ました。 
また、駅南側の駐輪
場については、地権
者に概算の駐輪場
規模を投げかけ用
地借用について交
渉を続けています。 
民間自転車等駐車
場の補助について
は事業計画の提案
実績がありました。 

自転車等利用マ
ナー向上の啓発
事業を継続する
とともに、放置
自転車等の撤去
徹底を実施しま
す。 
また、駅南側の
駐輪場について
は、候補用地地
権者と引き続き
交渉します。民
間自転車等駐輪
場の確保につい
ても引き続き補
助金の周知に努
めます。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
自転車等利用マナー向上の啓
発事業を継続するとともに、放
置自転車等の撤去徹底を実施
しました。 
駅南側の駐輪場確保について
は、概算規模による用地借用の
打診段階であり、今後本格的な
規模確定と借用に向けての交
渉の必要があります。 
民間自転車等駐車場について
は地権者の意向変更によりま
だ整備に至っておらず、補助の
実績はありませんでした。 

平塚市自転車
利用環境推進
計画に沿って、
平塚駅南側の
駐輪需要を解
消するために
駐輪場整備を
進めます。 
民間駐輪場の
整備を促進す
るための広報
活動を行いま
す。 
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③ 交通の分散と円滑化 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

83 

新しい公共交

通システムの

検討 
南北都市軸に
おいて、バス専
用レーン・公共
交 通 優 先 信
号・連節バス導
入等の環境に
配慮した高次
な機能を備え
た路線バスシ
ステムについ
て検討し、導入
に関する基本
的な考え方を
とりまとめま
す。 

南北都市軸の実現
に向けた公共交通
計画策定業務委託
を発注し、バス専用
レーン・公共交通優
先信号・連節バス導
入等の環境に配慮
した高次な機能を
備えた路線バスシ
ステムの導入につ
いて検討を行いま
した。検討に際して
は、バス事業者の意
見聴取をしながら
庁内検討会を２回
開催し、導入に関す
る基本的事項につ
いて検討して取り
まとめました。 

連節バス等の導
入 に あ た っ て
は、全市的な公
共交通の課題を
明らかにした上
で、南北都市軸
の位置付けを明
確にするため、
市内の公共交通
のビジョンを示
す「平塚市地域
公共交通網形成
計画」を道路管
理者、交通事業
者等を含めた協
議会を開催し、
作成します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
庁内関係部署やバス事業者等
と調整を行い、新しい公共交通
の考え方を検討しました。 
連節バス等の導入にあたって
は、全市的な公共交通の課題を
明らかにした上で、南北都市軸
の位置付けを明確にする必要
があります。 

新しい交通シ
ステムの検討
を、まちづくり
の検討と一体
で進めます。 
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●施策３ ヒートアイランド対策の推進 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

87 

クール・タウンの普及啓発の実施・

みどりのカーテンコンテスト応募者

数応募件数（個人・団体） 

目標値 ２５件 
 ３０件 

３６件 

 ３５件 

３９件 

４０件 

４２件 
 ４５件 

実績 ３６件      みどりのカーテンコンテストを実施

します。 

 

 

① ヒートアイランド対策の推進 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

84 

建物等の緑化

の促進 
有効な緑化策
について引き
続き検討をし
て導入をめざ
します。 

建築物の屋上緑化
等の有効な緑化策
について情報取集
をしました。 

平成３１年度の
平塚市まちづく
り条例の改正に
合わせて、壁面
緑化等の基準に
つき、改正の検
討を行います。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
屋上緑化の製品の情報を集め
て、緑化協議に活かしました。 有効な建物等

の緑化策につ

いて検討し、導

入を推進しま

す。 

85 

身近な公園整

備の推進（再

掲） 樹木の補植が
必要な公園を
調査し、リスト
を作成します。 

樹木の補植が必要
な公園のリストを
作成しました。 

達上ヶ丘公園仮
設バスロータリ
ー復旧工事に併
せて、樹木の補
植を行います。 

〈評価〉 ４  

〈評価の説明や課題等〉 

リストを作成し、平成 29 年度

は目標達成することができま

した。今後も随時調査を行い、

適宜リストの更新を行います。 

みどりのネッ

トワークの拠

点となる都市

公園の整備を

推進します。 

86 

人工排熱の抑

制に向けた普

及啓発の実施 

市民が利用す
る公共施設に
緑のカーテン
を導入して、ヒ
ートアイラン
ド対策をＰＲ
します。 
 

クールシェアスポ
ットにも登録され
た公共施設５箇所
でゴーヤ等による
グリーンカーテン
を設置し、市民にひ
ーとアイランド対
策のＰＲをしまし
た。 

引き続きクール
シェアスポット
登録施設等でグ
リーンカーテン
を設置します。 
 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
クールシェアスポット登録施設で

グリーンカーテンを実施したこと

で、多くの市民にＰＲができまし

た。 

ヒートアイラ

ンド現象に関

する普及啓発

を実施します。 

 

 

 

評  価 

２９年度評価  ５ 

評価の説明や

課題など 

平成２９年度は、新たにチラシのポスティング等を行ったことにより、昨年度を超える応募がありました。

【平成２８年度１６件】 
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４-１ 低炭素社会の実現に向けて取り組みます 

●施策１ 再生可能エネルギーや高効率な省エネルギー機器等の導入促進 

 

① 一般家庭や事業者への再生可能エネルギー、高効率な省エネルギー機器等の導入促進 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

88 

事業者の太陽

光発電システ

ム等の設置に

対する支援 
事業者が太陽
光発電システ
ム等を設置す
る場合に、費用
に対する支援
をします。 

適用承認 1 件、交付
1 件 

事業者が太陽光
発電システム等
を設置する場合
に、費用に対す
る 支 援 を し ま
す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
2 件の事業者から太陽光発電
システム導入に伴う申請があ
り、再生可能エネルギーの普及
を促進しました。 

事業者が太陽

光発電システ

ム等を設置す

る場合に、費用

に対する支援

をします。 

89 

再生可能エネ

ルギーに関す

る普及啓発の

実施 緑化まつりや
ひらつか環境
フェアで環境
教室を開催し
ます。イベント
等において再
生可能エネル
ギーに関する
情報提供をし
ます。 

緑化まつりやひら
つか環境フェアで
環境教室を開催し
ました。緑化まつり
やひらつか環境フ
ェアにおいて再生
可能エネルギーに
関する情報提供を
しました。 

緑化まつりやひ
らつか環境フェ
アで環境教室を
開催します。イ
ベント等におい
て再生可能エネ
ルギーに関する
情報提供をしま
す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 

緑化まつり等のイベントで市

民に再生可能エネルギーに関

する情報提供をすることがで

きました。 
緑化まつりや

ひらつか環境

フェアで環境

教室を開催し

ます。イベント

等において再

生可能エネル

ギーに関する

情報提供をし

ます。 

90 

省エネルギー

機器等に関す

る普及促進の

実施 市民団体や事
業者等と協力
し、イベント等
の開催に合わ
せて、省エネ機
器（燃料電池や
コージェネレ
ーション）等の
情報提供を行
います。 

市民団体や事業者
等と協力し、ひらつ
か環境フェア等の
イベントにおいて
省エネ機器等の情
報提供を行いまし
た。 
 
 

市民団体や事業
者等と協力し、
イベント等の開
催に合わせて、
省エネ機器（燃
料電池やコージ
ェ ネ レ ー シ ョ
ン）等の情報提
供を行います。 
 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 

市民団体や事業者等と協力し、

ひらつか環境フェア等のイベ

ントにおいて省エネ機器等の

情報提供ができました。 
市民団体や事

業者等と協力

し、イベント等

の開催に合わ

せて、省エネ機

器（燃料電池や

コージェネレ

ーション）等の

情報提供を行

います。 

 

 

４ 地球環境保全へ貢献します 
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② 新たな再生可能エネルギーの促進 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

91 

地域資源を活

用した新産業

（波力発電関

連分野）の創出 
平塚海洋エネ
ルギー研究会
にて、波力発電
の実証実験に
向けた研究を
進めます。 

計 9 回の研究会を
開催しました。 

環境省のプロジ
ェクトへ応募す
ると共に、波力
発電の実証実験
にむけた研究を
進めます。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
研究を進め、環境省のプロジェ
クトへ応募する準備を整えま
した。 企業、大学、行

政等の産学公
連携による平
塚海洋エネル
ギー研究会の
活動を支援し
ます。 
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●施策２ くらしや事業活動における環境への配慮の促進 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

92 

日常生活における環境への配慮の取

組の促進・コツコツプランの小中学

生家庭の参加世帯の割合 

目標値  ４０％  ４１％  ４２％ ４３％ ４４％ 

実績 ３４％      ひらつか CO2 CO2 プランを推進

し、日常生活における環境配慮の取

組を市民に広げます。 

 

 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

99 

クールシェアスポットの紹介・紹介

している施設数 

目標値  ７施設 
 ８施設 

35 施設 

 ９施設 

３６施設 

１０施設 

３７施設 

１１施設 

３８施設 

実績 ３４施設      
公共施設に加え、民間事業者にも参

加を呼びかけ、クールシェアスポッ

トを増やし、ウェブサイト等で紹介

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

評  価 

２９年度評価  ４ 

評価の説明や

課題など 

小学校の参加世帯数は、3,432 世帯(対象 10,261 世帯)、中学校の参加世帯は、2,165 世帯(対

象 6,079 世帯)でした。小中学生のコツコツプランについては、学校によって参加率が大きく違

っており、わかば環境 ISO の取組等を通して参加率が低い学校への事業周知を図ります。 

一般家庭については、家庭で出来る環境配慮行動のチラシを作成し、配付しました。 

また、エコ・クッキングコンテストを実施し、環境に配慮した料理とその調理法の募集を通じて、

地球温暖化対策への関心と理解を高めることができました。 

評  価 

２９年度評価  5 

評価の説明や

課題など 

公共施設に加え、民間事業者にも参加を呼びかけ、３４施設（民間１３施設、県２施設、市１９

施設）をウェブサイトで紹介したほか、リーフレット、ポスターを作成し、クールシェアスポッ

ト、イベント等で配付することで、周知を図りました。 
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① 環境に配慮したくらしの普及 

№ 

個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

93 

電気自動車等

に関する普及

促進の実施 
電気自動車な
ど、クリーン
エネルギー自
動車の普及を
促進します。 

企業と協力し、ひら
つか環境フェアに
おいて水素自動車
の展示、電気自動車
無料試乗貸し出し
を通した取組を実
施しました。 
 

企業等と共同で
電 気 自 動 車 な
ど、クリーンエ
ネルギー自動車
の普及を促進し
ます。 

〈評価〉 ５ 

〈評価の説明や課題等〉 

企業と共同で事業を実施する

ことにより、市単独で実施し

た場合よりも事業周知効果が

高まる等、多くの事業効果を

得ることができました。 

電気自動車な

ど、クリーンエ

ネルギー自動

車の普及を促

進します。 

94 

電気自動車の

充電設備の設

置 平成２９年度
中に市庁舎に
電気自動車用
急速充電器を
設置し、電気
自動車を利用
しやすい環境
作 り を し ま
す。 

本庁舎駐車場のオ
ープン（平成３０年
１月４日）に併せて
電気自動車用急速
充電器を設置し、供
用を開始しました。 

設備の保守管理
を行い、年間を
通して電気自動
車用急速充電器
が利用できる環
境 作 り を し ま
す。 
ウェブサイト等
で周知を行い、
市民に電気自動
車用急速充電器
の利用を促しま
す。 
 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 

計画どおり平成２９年度中に

市庁舎に電気自動車用急速充

電器を設置し、電気自動車を

利用しやすい環境作りを整備

することができました。 

市庁舎に電気

自動車の充電

設備を設置し

ます。 

 

 

 

95 

防犯街路灯の

LED 照明の使

用 

防犯街路灯へ
のLEDの導入  
１００灯 

防犯街路灯１４９
灯を導入しました。 

防犯街路灯への
ＬＥＤの導入 
１００灯 

〈評価〉 ５ 

〈評価の説明や課題等〉 

防犯街路灯を新規に設置する

際には、ＬＥＤ照明の導入を

徹底しました。計画を上回る

実績値を得ることができまし

た。 

防犯街路灯を

新規に設置す

る際は、ＬＥＤ

照明を採用し

ます。 

 

96 

道路照明灯の

LED 照明の使

用 

デ ザ イ ン 灯
LED 化計画の
策定 

現地調査を行い、デ
ザイン灯 LED 化計
画の策定を行いま
した。 
 

デ ザ イ ン 灯
LED 化を実施
します。（54 灯） 
 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 

平成３０年度よりデザイン灯

の LED 化を実施するため、灯

具等の確認を行いました。 

 

既存の道路照

明灯は全灯を

ＬＥＤ化して

いくとともに、

今後、新規に設

置する際は、Ｌ

ＥＤ照明を採

用します。 
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№ 

個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 

 

     評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

97 

雨水の有効活

用の促進 

雨水貯留槽購
入費補助金 
２２基 
浄化槽転用雨
水貯留槽施設
設置工事費補
助金 ２基 

雨水貯留槽購入費
補助金 ８基 
浄化槽転用雨水貯
留槽施設設置工事
費補助金 ０基 

                        
雨水貯留槽購入
費補助金 
２２基 
浄化槽転用雨水
貯留槽施設設置
工 事 費 補 助 金 
２基 

〈評価〉 ２ 

〈評価の説明や課題等〉 

雨水の利用を推進し水資源の

有効利用を図るとともに、下

水道、河川等への雨水の流出

抑制に寄与することを目的

に、広報紙、ホームページ、

イベント会場等で制度の紹介

を行い、雨水貯留槽８基に補

助を行いました。今後、雨水

利用推進法に定めのある「普

及啓発」及び「助成」につい

て、国の動向を把握しながら、

広報活動や助成制度を実施す

る必要があります。 

 

雨水貯留槽の

設置補助を実

施し、雨水の有

効利用を促進

します。 

98 

クール・タウン

の普及啓発の

実施〔再掲〕 みどりのカー
テンコンテス
トを実施しま
す。 

みどりのカーテン
コンテストを行う
ことで、クール・タ
ウンの普及啓発を
こするとができま
した。 

みどりのカーテ
ンコンテストを
実施し、みどり
のカーテンの普
及促進を行いま
す。 

〈評価〉 ５ 

〈評価の説明や課題等〉 
新たにチラシのポスティング
等を行ったことにより、前年
度を超える応募がありまし
た。【平成 28 年度 16 作品、
平成 29 年度 36 作品】 

みどりのカー

テンコンテス

トを実施しま

す。 

100 

環境に配慮し

た電力契約の

推進 

講師を招へい
して講演会を
実施します。 

講師を招へいして
講演会を実施した
ほか、環境フェアや
くるりんまつりで
のパネル展示を行
いました。 

電力契約のスイ
ッチング等につ
いて関心の薄い
市民への周知な
ど、より効果的
な方法を検討し
ます。 
 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 

講師からの講演の際には、4

事業者の参加や 2 社からの資

料提供を受け相談会を実施

し、効果的な内容とすること

ができました。一方、出席者

は想定より少なく、電力自由

化等に関する関心の低さも伺

われ、今後の課題と言えます。 

 

講演会等を通

して、温室効果

ガスの排出が

少ない電力事

業者など、環境

に配慮した電

力契約の普及

啓発を行いま

す。 
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② 環境に配慮した事業活動の普及 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

101 

ライトダウン

キャンペーン

の実施 

市内の事業者
や各家庭にラ
イトダウン(一
斉消灯)を呼び
かけます。 

８月１７日に市内
の事業者に一斉消
灯を呼びかけるこ
とにより、市内３１
事業所等に協力宣
言をしてもらいま
した。エコキャンド
ル作り教室を同時
に開催したり、啓発
ポスターを市内の
広報版に掲示する
ことで、市民の参加
を促しました。 
また、同時に星空の
観察も併せて呼び
かけることにより、
光害（ひかりがい）
の問題についても
周知しました。 

市内の事業者や
各家庭に一斉消
灯を呼びかけ、
事業に参加する
事業者や各家庭
を増やします。 
星空の観察も併
せて呼びかける
ことで、光害（ひ
かりがい）の問
題についても引
き続き周知啓発
を行います。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
市内の事業者、各家庭に一斉消
灯を呼びかけるだけではなく、
同日に星空の観察も併せて周
知することで、取組に参加する
動機づけを高めることや光害
（ひかりがい）の問題を周知す
ることができました。 
取組が市域全体に広がるよう
に平成３０年度以降も事業の
周知啓発を継続して行います。 

ライトダウン
キャンペーン
を実施し、公共
施設や企業の
参加を促しま
す。 

102 

建築に伴う環

境負荷の低減 

建築物省エネ
法に基づく届
出に対して、受
付・審査を行い
ます。 
届出の内容が
基準に適合せ
ず、必要と認め
る場合に、指
示・勧告等を行
います。また、
そのために必
要な準備をし
ます。 

法令等に基づく指
示等の実施 
 

建築物省エネ法
に基づく届出に
対して、受付・
審 査 を 行 い ま
す。 
届出の内容が基
準に適合せず、
必要と認める場
合に、指示・勧
告 等 を 行 い ま
す。また、その
ために必要な準
備をします。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
建築物省エネ法に基づく届け
出において、著しく不十分な届
出はなく指示等もありません
でした。 

法令に基づく

指示等を継続

して実施しま

す。 
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●施策３ 市の事業活動における環境への配慮 

 

① 市の事業活動における環境への配慮 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

10３ 

ひらつかエコ

モードの取組

の推進 
28 年度比で、 
電 気 使 用 量
2.5 ％削減、
CO2 排 出量
2.3％削減、電
子決裁率の向
上、公用車の
燃費実績の向
上を目標に取
り組みます。 

電 子 決 裁 率 は 、
1.8％向上を達成
しましたが、電気の
使用量は、29 年度
末時点では 1.8％
削減の予想となっ
ています。（電気使
用量、燃費実績の確
定は、30 年 7 月頃
の見込み。CO2 排
出量の確定は、31
年 1 月頃の見込
み。） 

29 年度比で、 
電 気 使 用 量
1.5 ％ 削 減 、
CO2 排 出 量
2.3％削減、電
子 決 裁 率 の 向
上、公用車の燃
費実績の向上を
目標に取り組み
ます。 

〈評価〉 ３ 

〈評価の説明や課題等〉 
電気の使用量について、前年
度比 2.5％削減を目標として
いたところ 29 年度末時点で
は 1.8％削減の予想となって
おり、目標には少し届かない
見込みであり、取組のさらな
る推進が求められます。 

市の環境配慮

活動が向上す

るよう、省エネ

ルギーや省資

源等に継続的

に取り組みま

す。 

104 

公共施設の太

陽光発電シス

テム等の再生

可能エネルギ

ー、省エネ改修

や、省エネ型機

器の導入検討、

推進 

省エネ型機器
に関する説明
会や関係機関
と 協 議 を 行
い、導入方策
に つ い て 調
査・研究を行
います。 

省エネ型機器に関
する説明会や関係
機関と協議を行い、
導入方策について
調査・研究を行いま
した。 
平塚競技場の照明
に LED を導入しま
した。 

省エネ型機器に
関する説明会や
関係機関と協議
を行い、導入方
策 に つ い て 調
査・研究を行い
ます。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 

省エネ型機器に関する説明会

や関係機関と協議を行い、導

入策について調査・研究を行

い、平塚市競技場の照明にＬ

ＥＤを導入しました。 

省エネ改修や、

省エネ型機器

の導入検討を

促進するとと

もに、屋根貸し

事業による太

陽光発電など、

いろいろな導

入方策につい

ての調査・研究

を行います。 
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№ 

個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 
  

     評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

105 

ごみの焼却に

伴う余熱利用

の推進 
環境事業セン

ターから余熱

利用施設に熱

供 給 を し ま

す。 

環境事業センター
から余熱利用施設
に熱供給しました。 

環境事業センタ
ーから余熱利用
施設に熱供給を
します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 

計画通り、温水及び熱を供給

しました。 環境事業セン

ターから余熱

利用施設に熱

供給をします。 

106 

廃棄物発電 

環境事業セン
ター運営事業
者が発電余剰
分を売電しま
す。 

発電余剰分として、
25,618,332ｋｗ
ｈの電力を売電し
ました。 

環境事業センタ
ー運営事業者が
発電余剰分を売
電します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 

環境事業センター運営事業者

が発電余剰分を売電しまし

た。 

環境事業セン

ターの焼却熱

を利用した発

電を行い、施設

にて電気を使

用するととも

に、発電余剰分

の売電を行い

ます。 

107 

公共施設にお

ける環境に配

慮した電力調

達契約の推進 

電力調達に係
る環境評価項
目を満たす事
業者の選定を
行い、入札を
実施します。 
また、地産電
力の調達の検
討 を 行 い ま
す。 
 

電力調達に係る環
境評価項目を満た
す事業者の選定を
行い、入札を実施し
ました。 
また、電力の地産地
消事業に係るパー
トナー事業者を、現
行より安価になる
ことを条件に、選定
しました。 

低圧区分電力の
受電施設に係る
環境に配慮した
電力調達契約の
検討を行うとと
もに、地産地消
パートナー事業
者と行う地産地
消事業の具現化
を図ります。 

〈評価〉 ５ 

〈評価の説明や課題等〉 
環境評価項目の見直しによ
り、平成 28 年度よりも温暖
化対策としての基準を強化で
きました。 
また、電力の地産地消事業に
係るパートナー事業者から、
平成 30 年度に 24 施設にお
いて地産電力を調達すること
が決定しました。 

公共施設の電

力調達にあた

っては、環境に

配慮した事業

者選定を推進

します。 
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４-２ 循環型社会の実現に向けて取り組みます 

●施策１ 廃棄物の発生抑制・資源化・適正処理の推進 

 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

108 

家庭系ごみの減量化・資源化に
向けた普及啓発・市民一人当た
りのごみ排出量 

目標値 ９０３ｇ ８９９ｇ ８９４ｇ ８８９ｇ ８８９ｇ 

実績 
８８１ｇ

（速報値） 
     

家庭系ごみの減量化・資源化の
啓発を広く実施します。市民か
ら出された粗大ごみの中から再
利用可能な家具を修理再生し、
市民に提供して再利用を促しま
す。 

 

 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

109 

事業系ごみの排出ルールの徹底
や事業者に対する指導・ごみの
資源化率 

目標値  26.5% 26.5% 26.5% 26.6% 26.7% 

実績 
23.9% 

（速報値） 
     

多量排出事業者に対し、減量化
及び資源化に関する計画書の提
出を求めるほか、定期的に立入
調査を行い、取組状況を確認し
ます。 

 

 

 

評  価 

２９年度評価  ５ 

評価の説明や

課題など 

現在集計中のため、確定値は平成３０年８月頃に出ます。 

ごみの減量を呼び掛けるチラシの配布等の推進策を実施することにより、市民１人が１日に排出

するごみの量の削減を推進しました。 

再利用可能な家具を修理再生し、市民に提供する事業は、再利用な可能な家具の排出量の減少や

修理再生にかかる費用対効果、ライフスタイルの変化等による再生した家具に対する市民ニーズ

の減少等を考慮し平成２９年度をもって事業を終了しました。今後は、通常の粗大ごみとして適

正処理を進めていきます。 

評  価 

２９年度評価 ４ 

評価の説明や

課題など 

現在集計中のため、確定値は平成３０年８月頃に出ます。 

事業系ごみの排出ルールの徹底や多量排出事業者に対する立ち入り調査を実施し、ごみの減量化、

資源化を推進しました。 
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① 廃棄物の発生抑制・資源化の推進 

№ 

個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

1１０ 

剪定枝の有効

活用 

市民にごみの
適正排出を啓
発し、剪定枝
の戸別収集を
行うことで剪
定枝の資源化
に努めます。 

市民にごみの適正
排出を啓発し、剪
定枝の戸別収集を
行うことで剪定枝
の資源化に努めま
した。 

市民にごみの適
正排 出 を啓 発
し、剪定枝の戸
別収集を行うこ
とで選定枝の資
源化 に 努め ま
す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 

平成２９年度は、家庭系２４

３ｔ、公共系９４２ｔ、計１

１８５ｔの収集を行いまし

た。（３０年２月実績値まで反

映）市民にごみの適正排出の

啓発や剪定枝の戸別取集を適

切に実施できました。 

剪定枝の予約

制各戸収集を

行い、二宮町ウ

ッドチップセ

ンターへ搬入

し、資源化量の

向上を推進し

ます。 

 

111 

使用済小型電

子機器等の資

源化の促進 

小型家電回収
ＢＯＸによる
回収に加え、
民間の力を活
用して不燃ご
みに含まれる
使用済小型電
子機器等（制
度対象品目）
の資源化の促
進にも取り組
みます。 
 

小 型 家 電 回 収
BOX を各地区公
民館など市関連施
設（32 施設）に設
置し、小型家電の
回収をしました。
不燃ごみ収集運搬
業務を民間委託と
し、不燃ごみに含
まれる使用済小型
電子機器等（制度
対象品目）を分別
し、認定事業者に
引き渡すことで、
資源化の促進に取
り組みました。平
成 29 年度は約１
２１トンを回収し
ました。 
 

小型家電回収Ｂ

ＯＸによる回収

に加え、民間の

力を活用して不

燃ごみに含まれ

る使用済小型電

子機器等（制度

対象品目）の資

源化の促進に取

り組むとともに

不燃ごみとして

出された使用済

み小 型 家電 等

（制 度 対象 品

目）の適正な選

別収集の実施及

び持ち去り対策

を講じるなど、

さらなる資源化

のための施策を

推進していきま

す。 

 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 

平成２９年度からは小型家電

回収ＢＯＸ回収分の約１１ト

ンに加え、不燃ごみに含まれ

る使用済み小型家電等（制度

対象品目）約１１０トンを回

収しました。 
小型家電回収

ＢＯＸによる

回収に加え、民

間の力を活用

して不燃ごみ

に含まれる使

用済小型電子

機器等（制度対

象品目）の資源

化の促進にも

取り組みます。 

1１２ 

環境にやさし

い店舗づくり

の推進 
キャンペーン
等を通じてご
み減量化・資
源化協店の利
用の啓発を行
います。 

ホームページ等で
ごみ減量化・資源
化協力店の利用促
進を行いました。 

コツコツプラン
やホームページ
等を通じて、ご
み減量化・資源
化協力店の利用
促進 を 行い ま
す。 

〈評価〉 ３ 

〈評価の説明や課題等〉 

ホームページ等でごみ減量

化・資源化協力店の利用促進

を行うことができました。 
ごみ減量化・資

源化協力店の

活動を促進し

ます。 
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② 廃棄物の適正処理の推進 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

113 

焼却残さの資源

化の推進 
ごみ焼却施設
焼却残さを資
源化します。 

焼却残さを 100 パ
ーセント資源化し
ました。 

ごみ焼却施設焼
却残さを資源化
します。 
 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画通り、ごみ焼却施設焼却残
さを資源化しました。 

ごみ焼却施設の

焼却残さを資源

化します。 

114 

広域的なごみ処

理の推進 
分別収集区分
の統一に係る
マニュアルを
運用します。 

マニュアルに基づ
いた分別収集を図
りました。 

分別収集区分の
統一に係るマニ
ュアルを運用し
ます。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
広域での分別収集について、適
正な運用を行いました。 

分別収集区分の

統一に係るマニ

ュ ア ル を 運 用

し、適正な分別

収集を推進しま

す。 
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●施策２ 不法投棄防止対策の推進 

① 不法投棄防止対策の推進 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

115 

不法投棄防止

パトロールの

実施 県との合同パ
トロールを４
回、随時のパト
ロールを４０
回実施します。 

県との合同パトロ
ールを４回、随時の
パトロールを６０
回実施しました。 

県との合同パト
ロ ー ル を ４ 回
と、随時のパト
ロールを４０回
実施します。 
 

〈評価〉 ５ 

〈評価の説明や課題等〉 
当計画よりも随時パトロール
の回数を増やすことで、不法投
棄の防止体制を強化しました。
不法投棄場所の特徴や不法投
棄物の内容等、情報共有に繋が
りました。 
 
 

県との合同パ

トロールを４

回と、随時のパ

トロールを実

施します。 

116 

不法投棄防止

に向けた普及

啓発 

県と協力しな
がら、看板掲出
等により適正
排出を啓発し
ます。 

県と協力しながら、
看板掲出等（７０
枚）により適正排出
を啓発しました。 

県と協力しなが
ら看板掲出等に
より適正排出を
啓発します。 
 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 

平成２８年度まで不法投棄件

数は横ばい、不法投棄量は増加

傾向にあったため、県と協力し

ながら、看板掲出等（７０枚）

により適正排出を啓発しまし

た。 

前年度に比較すると、不法投棄

件数は横ばいであったが、不法

投棄量はやや減少しました。 

神奈川県と協

力しながら、看

板掲出等によ

り、適正な排出

を啓発します。 

117 

不法投棄物の

追跡調査と回

収 
県、警察等の関
係機関と連携
しながら、追跡
調査に取り組
みます。 

県、警察等の関係機
関と連携しながら、
追跡調査（２件）に
取り組みました。 

県、警察等関係
機関と連携しな
がら、追跡調査
に 取 り 組 み ま
す。 
 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 

県、警察等の関係機関と連携に

しながら、追跡調査（２件）に

取組ました。その他、不法投棄

物の開封調査により不法投棄

が判明した事業者に対して、適

正排出を指導しました。 

県、警察等の関

係機関と連携

しながら、追跡

調査に取り組

みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

60 

 

５-１ 環境教育・環境学習を推進します 

●施策１ 幼稚園・小中学校などにおける環境教育の充実 

 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

118 

わかば環境ＩＳＯの推進・参加
校・園数 

目標値 ５４校・園 ５４校・園 ５５校・園 ５５校・園 ５５校・園 

実績 
５５校・園 

 
     

わかば環境ＩＳＯを通した環境
配慮活動に、学校や幼稚園で取
り組むことで、子どもたちの環
境に対する意識を育みます。 

 

 

 

① 幼稚園・保育園・小中学校での環境学習の推進 

№ 

個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

119 

保育園におけ

る環境への取

組の促進 

緑のカーテン
の設置や節水
などに取り組
みます。また、
廃材を利用し
た作品を作る
など、積極的に
リサイクルを
行います。 
 
 

前期は公立園９園
のうち７園で緑の
カーテンを設置し
ました。また、節水
にも継続的に配慮
しています。後期は
廃材を利用した作
品作りを全園で実
施しました。 
 

緑のカーテンの
設置や節水など
に 取 り 組 み ま
す。また、廃材
を利用した作品
を作るなど、積
極的にリサイク
ルを行います。 
 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
全園で環境配慮への取り組み
が浸透しています。今後も保育
の運営に支障のない範囲で工
夫して環境配慮に努めていき
ます。 

緑のカーテン
の設置や節水
などに取り組
みます。また、
廃材を利用し
た作品を作る
など、イベント
等で積極的に
リサイクルを
行います。 

 

 

 

 

５ 市民・事業者等による環境保全活動を促進します 

評  価 

２９年度評価  ５ 

評価の説明や

課題など 

各園・学校での発達年齢段階に応じた取組の浸透により、環境教育への取組の充実を図りました。

今後も引き続き小中学校・幼稚園（こども園）担当者研修会を通じ、各学校・園が独自に取り組ん

でいるメニューの充実を促し、共有を図っていきます。 

わかば環境ＩＳＯの取組が民間幼稚園にも広がっていくように、未加入の民間幼稚園を訪問し、事

業の趣旨・目的を直接説明することで、平成２９年度は新たに１園が取組に参加しました。 
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② 学校などでの環境学習の支援 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

120 

学校での出前

教室等の開催 
【環境政策課】 
ひらつか環境
ファンクラブ
と連携して、環
境・地球温暖化
対策出前講座
を開催します。 
【収集業務課】 
小学４年生を
対象に市内２
８校で実施し
ます。 
（５月～７月） 

【環境政策課】 
環境・地球温暖化対
策出前講座を１１
回開催しました。 
【収集業務課】 
小学４年生を対象
に、５月から７月に
かけて市内２７校
で実施しました。 

【環境政策課】 
ひらつか環境フ
ァンクラブと連
携して、環境・
地球温暖化対策
出前講座を開催
します。 
【収集業務課】 
小学４年生を対
象に市内２８校
で実施します。 
（５月～７月） 

〈評価〉４ 

〈評価の説明や課題等〉 
【環境政策課】 
ひらつか環境ファンクラブと
連携することで、環境・地球温
暖化対策出前講座を開催する
ことができました。 
【収集業務課】 
市内の全小学校２８校に参加
を呼び掛けました。学校側の事
情で１校が見送りとなりまし
たが、２７校で実施し、合計２，
０９６名の児童が参加しまし
た。 

学校などで出
前教室を開催
するなどして、
子どもたちへ
の啓発を進め
ます。また、ご
み学級を、環境
事業センター
で実施します。 

121 

環境学習教材

や情報の提供 【環境政策課】 
環境学習教材
の貸し出しを
実施します。 
また、ウェブサ
イト「ひらつか
環境学習ガイ
ド」により、情
報提供を行い
ます。 
【教育研究所】 
「わたしたち
の平塚」を一部
改訂し、配布し
ます。 
 

【環境政策課】 
小学校（１校）に環
境学習教材の貸し
出しを実施しまし
た。 
ウェブサイト「ひら
つか環境学習ガイ
ド」には、５,243
件のアクセスがあ
りました。 
【教育研究所】 
統計データを修正
し、小学校 3 年生
に配布しました。 
 

【環境政策課】
環境学習教材の
貸し出しを実施
します。 
また、ウェブサ
イト「ひらつか
環 境 学 習 ガ イ
ド」により、情
報提供を行いま
す。 
【教育研究所】 
「わたしたちの
平塚」を、一部
改訂し、配布し
ます。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
【環境政策課】 
環境学習教材の貸し出しを行
うことができました。 
ウェブサイト「ひらつか環境学
習ガイド」へのアクセス数は、
昨年度より５５件増加しまし
た。 
【教育研究所】 
「わたしたちの平塚」を計画通
り配付できました。 

「わたしたち
の平塚」を小学
校３年生へ配
布し、身近な環
境に関する学
習機会を提供
します。 
環境学習教材
の貸し出しを
実施します。 
また、ウェブサ
イト「ひらつか
環境学習ガイ
ド」により、情
報提供を行い
ます。 
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●施策２ 地域における環境教育・環境学習の充実 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

127 

市民活動団体等と連携した出前講座

等の実施・講座開催回数 

目標値 １０回 １１回 １２回 １３回 １４回 

実績 １１回      ひらつか環境ファンクラブと連携し

て、環境・地球温暖化対策出前講座

を開催します。 

 

 

① 子どもを対象とした環境教室等の開催 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

122 

子ども環境教室

の開催（金目川

生き物観察会は

再掲） 

夏休みに子ども

環境教室を実施

します。 

子ども環境教室（海岸

編【11 人参加】、里

山編【91 人参加】、

金目川の生き物観察

会【130 人参加】、エ

コキャンドル教室）

【27 人参加】を実施

しました。 

エコキャンドル教

室も含め、引き続

き、子ども環境教

室を実施します。

海岸編について

は、海岸の植生状

況等を鑑み、6 月

に実施時期を変更

します。 

〈評価〉５ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画当初は予定していなかったエ

コキャンドル教室を追加実施で

き、より多くの環境教育の場を提

供することができました。 
子ども環境教室

（海岸編、里山

編、金目川の生

き物観察会）や

環境フェア等の

機会を利用して

環境教室を実施

します。 

123 

環境ポスターコ

ンクール等の実

施 環境ポスター・

作文コンクール

を実施します。 

環境ポスター（２５８

作品）・作文コンクー

ル（１０８作品）の応

募がありました。 

入賞者を対象とし、表

彰式を行うとともに、

入賞作品の展示をし

ました。 

環境ポスター・作

文コンクールを実

施します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
環境ポスター・作文コンクール共

に予定通り、実施することができ

ました。 環境ポスターコ

ンクール等を実

施します。 

124 

こども自然体験

教室の開催 

びわ青少年の家

で、農作業や収

穫物の加工・創

作活動などを行

う、こども自然

体験教室 (びわ

っ子クラブ )を

会員３２名で年

９ 回 開 催 し ま

す。 

 

びわ青少年の家で、農

作 業 や 収 穫 物 の 加

工・創作活動などを行

う、こども自然体験教

室(びわっ子クラブ )

を会員２９名で年９

回開催しました。 

 

びわ青少年の家

で、農作業や収穫

物の加工・創作活

動などを行う、こ

ども自然体験教室

( び わ っ 子 ク ラ

ブ )を会員３２名

で年９回開催しま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
定員の３２名を下回る２９名での

実施となったため、会員募集ポス

ターの掲示箇所を増やすことで、

平成３０年度は定員での実施を目

指します。 

こども自然体験

教室(びわっ子ク

ラブ )で、農作業

や 収 穫 物 の 加

工・創作活動な

どを行います。 

評  価 

２９年度評価 ５ 

評価の説明や

課題など 

市民団体に講座開催を積極的に促すことにより、年度計画よりも多くの環境・地球温暖化対策出前講座を開催

することができました。 
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② 幅広い年齢層を対象にした環境学習の促進 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

125 

青少年育成・生

涯学習等におけ

る環境学習の促

進 
地域の学習ニー

ズを把握し、地

域の自然環境や

地域人材・団体

を活用し、環境

を身近に感じる

ような講座を行

います。 

地区公民館で、近隣地

域のクリーンキャン

ペーンや、気象予報士

を招いた講座など、環

境を身近に感じる内

容を取り入れました。

（19 講座・延べ参加

者数 869 人） 

地域の学習ニーズ

を把握し、地域の

自然環境や地域人

材・団体を活用し、

環境を身近に感じ

るような講座を行

います。 

〈評価〉 ５ 

〈評価の説明や課題等〉 
平成 28 年度実績は 8 講座・延べ

参加者数 242 人だったが、平成

２９年度は新たな環境を身近に感

じる講座等を実施することで、講

座数、延べ参加人数共に大幅に増

やすことができました。来年度以

降も環境を身近に感じる催しを少

しでも多く開催できるよう地区各

公民館等に促します。 

地域の学習ニー

ズを把握し、地

域の自然環境や

地域人材、団体

等と協働し、環

境を身近に感じ

るような催しや

講座等を開催し

ます。 

126 

博物館における

環境に関する講

座等の開催 博 物 館 に お い

て、自然に関す

る講座や体験学

習、自然観察な

どの行事を開催

します。 

セミの抜け殻を調べ

る行事（3 回、36 人）、

野鳥観察会(1 回、10

人)、水田の生き物観

察(1 回、55 人)を開

催しました。 

博物館において、

自然に関する講座

や体験学習、自然

観察などの行事を

開催します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
参加者は、野鳥や昆虫の観察や学

習を通じて、身の周りの環境と生

物の関わりを学び、野生生物への

理解が促進されました。 

野生動植物に関す

る講座、体験学習、

調査や自然観察な

どの行事を開催し

ます。また、市内

の植物相の状況調

査と植物標本の整

理を行います。 

128 

緑と水に関わる

きっかけとなる

体験学習の実施 

馬入水辺の楽校

にて自然探偵団

の活動を実施し

ます。 

馬入水辺の楽校にて

自然探偵団の活動を

23 回実施しました。 

馬入水辺の楽校に

て自然探偵団の活

動を実施します。 

〈評価〉 ５ 

〈評価の説明や課題等〉 
馬入水辺の楽校をフィールドとし

て多くの活動を実施することがで

きました。また、活動に参加した

市民が馬入水辺の楽校いついて知

っていただく機会となりました。

また、活動回数については、平成

28 年度までは年間 10 回程度し

か活動をしていなかったのに対

し、平成 29 年度は馬入水辺の楽

校運営協議会において、活動内容

を協議したことで、活動回数を大

幅に増やすことができました。 

市民団体等と協

働し、子どもや

親子を対象とし

た環境に対する

体験学習プログ

ラムを実施しま

す。 

③ 人材育成 

129 

環境保全に関わ

るリーダー等の

養成 
平塚市環境市民

講座を開催しま

す。 

環境保全団体の

活動を紹介する

パネル展示を実

施します。 

平塚市環境市民講座

【２４人参加】を開催

しました。 

環境保全団体の活動

を紹介するパネル展

示を実施しました。 

平塚市環境市民講

座を開催します。 

環境保全団体の活

動を紹介するパネ

ル展示を実施しま

す。 

〈評価〉４ 

〈評価の説明や課題等〉 
環境市民講座や環境保全団体のパ

ネル展示を実施することで、環境

保全活動などに積極的に取り組む

市民を養成することができまし

た。 

環境保全活動など

に積極的に取り組

む市民（リーダー

やコーディネータ

ー）養成のため、

環境市民講座等の

開催や啓発を行い

ます。 



 

64 

５-２ 市民等の取組や連携を支援します 

●施策１ 市民活動や企業の取組に対する支援 

 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

134 

ひらつか環境ファンクラブの活動の

促進・ひらつか環境ファンクラブ団

体会員数 

目標値 
団体会員 

２７団体 

団体会員 

２８団体 

団体会員 

２８団体 

団体会員 

２９団体 

団体会員 

２９団体 

実績 
団体会員 

２７団体 
     環境ファンクラブのイベントへの出

展支援や活動発表会の開催を支援し

ます。 

 

 

① 市民の環境保全活動に対する支援 

№ 
個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

130 

環境保全活動団

体への支援 

【環境政策課】 

地区美化推進委員

会に対し、清掃活

動に係わる消耗品

の提供や補助金の

交付を行います。 

 

【みどり公園・水辺課】 

【公園愛護会】 

・公園愛護会連絡

協議会総会の開催 

・会報の発行 

・公園愛護会連絡

協議会研修会の実

施 

・会報の発行 

・情報提供、活動

支援等 

【緑化モデル団体】 

連絡協議会との連

携として、情報提

供や事業支援を行

います。 

 

 

 

【環境政策課】 

地区美化推進委員会

に対し、清掃活動に

係わる消耗品の提供

や補助金を交付しま

した。 

 

【みどり公園・水辺課】 

・公園愛護会連絡協

議会総会の開催 

・会報の発行 

・公園愛護会連絡協

議会研修会の実施 

・会報の発行 

・情報提供、活動支

援等 

・緑化モデル団体総

会の開催 

【環境政策課】 

地区美化推進委員

会に対し、清掃活

動に係わる消耗品

の提供や補助金を

交付します。 

 

【みどり公園・水辺課】 

・公園愛護会連絡

協議会総会の開催 

・会報の発行 

・公園愛護会連絡

協議会研修会の実

施 

・会報の発行 

・情報提供、活動

支援等 

・緑化モデル団体

総会の開催 

 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
【環境政策課】 

清掃活動に係わる消耗品の提供

や、地区美化推進委員会２９地区

中２８地区に対し、補助金を交付

しました。 

 

【みどり公園・水辺課】 

公園愛護会連絡協議会の総会、会

報の発行、研修会の実施等、計画

のとおり行いました。 

地区美化推進委

員長連絡協議会

や公園愛護会・

緑化モデル団体

の活動支援を行

います。 

評  価 

２９年度評価 ４ 

評価の説明や

課題など 

ひらつか環境ファンクラブへの活動支援として、緑化まつり、環境フェア、環境パネル展、活動発表会の実

施を支援しました。 

平成２９年度の団体会員の増減はありませんでしたが、ファンクラブ所属団体に協力を依頼する等をして団

体会員数の増加を目指します。 
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№ 

個別施策 

２９年度計画 ２９年度実績 ３０年度計画 

 

評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

131 

市民によるまち

づくりの支援 

①大人対象の「ま

ちづくりわいわい

塾」及び小学生と

その保護者を対象

とした「まちづく

り探偵団」につい

ては、それぞれ年

間２回の開催を予

定しています。 

②スケッチ展につ

いては、市内の全

小学生を対象に作

品を募集し、美術

館において展示を

行います。 

③景観パネル展に

ついては、景観ま

ちづくりに関連す

る事業を紹介する

とともに、景観へ

の意識啓発を行う

景観パネル展を開

催します。 

 

①大人対象の「まち

づくりわいわい塾」

については、市民が

主体となって行うま

ちづくり「地区まち

づくり」のしくみに

ついての講座を１０

月２６日に金目公民

館、２月１５日に金

田公民館で開催しま

した。 

また、小学生とその

保護者を対象とした

「まちづくり探偵

団」については、第

１回目「模型作り」

を８月２２日、第２

回目「庁舎見学」を

３月３０日に開催し

ました。 

②スケッチ展につい

ては、「第１２回わた

したちの絵画展」を

１０月２６日から１

０月２９日まで開催

しました。 

③景観パネル展につ

いては、景観への意

識啓発を行うパネル

の展示を５月２９日

から６月２日までの

５日間開催しまし

た。 

まちづくりわいわ

い塾、まちづくり

探偵団の開催、ス

ケッチ展の開催、

景観まちづくりに

関連する事業の紹

介や景観パネル展

を開催して、情報

提供等を行うこと

により、市民によ

るまちづくりを支

援します。 

 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画どおり各事業情報提供等を

行い、市民によるまちづくりを支

援することができました。 
まちづくりわい

わい塾、まちづ

くり探偵団の開

催、スケッチ展

の開催、景観ま

ちづくりに関連

する事業の紹介

や景観パネル展

を開催して、情

報提供等を行う

ことにより、市

民によるまちづ

くりを支援しま

す。 

② 環境にやさしい企業づくりの支援 
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環境に配慮した

活動の推進 

懇 話 会 の 開 催

（４回） 

活動発表 

（２回） 

懇話会の開催 

（４回） 

活動発表 

（２回） 

 

懇話会の開催 

（３回） 

活動発表 

（２回） 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
当初の予定どおり懇話会を４回

（施設見学２回、講演会２回）開

催したほか、活動発表を２回（環

境フェア、テクノフェア）行いま

した。なお、会員企業にとって魅

力的な講演内容や視察先を探すこ

とが難しいことが課題です。 

平塚市環境共生

型企業懇話会の

活 動 等 を 通 じ

て、企業間の交

流や環境負荷の

低減への取組を

促進します。 
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公害関係法令に

関する情報提供 
・ホームページ

では、随時情報

発信します。 

・事業場立入時

に、最新の情報

をチラシ等で周

知します。 

 

・事業所立入時に法令

改正のチラシの配布

を行いました。（９８

社） 

・事業者説明会を２月

に開催し、18 社が出

席しました。 

 

・ホームページで

は、随時情報発信

します。 

・事業場立入時に、

最新の情報をチラ

シ等で周知しま

す。 

 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
・ホームページでは、環境測定結

果、法令の周知等の内容を適宜情

報発信しました。 

・事業所立入時のチラシ配布によ

る周知、事業者説明会開催につい

ては、計画通り実施しました。 

ウ ェ ブ サ イ ト

で、随時情報発

信を行います。

また、チラシや

事業者説明会に

よる周知を行い

ます。 

 


